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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【タイヤの位置交換を年２回勧める理由】／トラック運送事業者のた
めの経営のヒント【「権兵衛が種まきゃ…」の逆教訓】…３面／食の新旧街道を行く【魚食
文化の道④四季にうまい｢灰干しさんま｣】…７面

5月の名言

オーストリアの精神科医。精神分析の創始者。主な著作に『夢判断』『精神分析入門』など。＜出典：ウェブサイト「フロイト　名言集・格言」＞

ジークムント・フロイト（1856.5.6 ～ 1939.9.23）

人間として大事なことは、愛することと働くことである
輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,010 100.4%

一　般 ― 98.0%
宅配便（千個） 306,252 108.4%

輸送統計
平成29年2月分
▶国土交通省調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

4/15〜5/14  1414
5/15〜6/14  3859

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・��全ト協 平成29年度
引越事業者優良認定制度
「引越安心マーク」スタート

４・５

《Gマーク特集》
・��平成29年度貨物自動車運送事業
安全性評価事業の制度紹介

・��Gマーク認定事業所紹介
　　㈲尾上運送（長崎県）

洗車を欠かさず、車両状態を最良にすることも
事故防止に繋がる

6・7
�＜高校新卒者採用特集③＞
・�若年層の早期離職を防ぐ
ためには（寄稿）

　

冒
頭
︑
星
野
会
長
が
代
表

し
て
﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

は
じ
め
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
選
手
４
人
が
︑
総
理
に
そ

の
ご
報
告
と
日
頃
の
感
謝
の

意
を
表
す
る
た
め
︑
表
敬
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
﹂
と

趣
旨
を
説
明
︒
続
い
て
安
倍

総
理
か
ら
︑
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
神
奈
川
県
代

表
の
井
上
誠
さ
ん
（
４
㌧
部

門
）
に
内
閣
総
理
大
臣
杯
が

授
与
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
安
倍
総
理
は
︑
11

㌧
部
門
の
平
岡
誠
次
さ
ん

（
岡
山
県
代
表
）︑
ト
レ
ー

ラ
部
門
の
石
神
孝
信
さ
ん

（
愛
知
県
代
表
）︑
女
性
部

門
の
松
本
恭
子
さ
ん
（
神
奈

川
県
代
表
）
に
各
部
門
の
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
し
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
大
切
な
こ
と
は
﹃
安
全

に
荷
物
を
届
け
る
こ
と
﹄︒

安
全
運
転
に
お
い
て
も
︑
皆

さ
ん
は
大
き
な
責
任
感
を
も

っ
て
日
頃
努
め
て
お
ら
れ
︑

そ
う
し
た
こ
と
も
受
賞
に
繋

が
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
︒
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
︑

さ
ら
に
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
実
績

を
上
げ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
﹂
と

激
励
し
た
︒

　

官
邸
へ
の
表
敬
訪
問
に
続

き
︑
国
土
交
通
省
に
石
井
啓

一
国
土
交
通
大
臣
を
表
敬
訪

問
︒
石
井
国
交
大
臣
は
﹁
去

年
︑
ひ
た
ち
な
か
の
会
場
に

伺
い
︑
出
場
選
手
の
運
転
を

拝
見
い
た
し
ま
し
た
が
︑
素

晴
ら
し
い
運
転
技
術
で
心
か

ら
感
心
い
た
し
ま
し
た
︒
皆

さ
ん
の
今
回
の
受
賞
は
︑
日

頃
の
取
り
組
み
と
コ
ン
テ
ス

ト
に
向
け
て
の
訓
練
の
賜
物

で
あ
る
と
思
い
ま
す
﹂
と
優

勝
者
を
た
た
え
た
︒
な
お
︑

石
井
国
交
大
臣
の
表
敬
訪
問

に
は
︑
国
交
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
松
井
謙
顕
さ
ん
（
11
㌧

部
門
︑
愛
知
県
代
表
）
も
加

わ
っ
た
︒

　

総
理
大
臣
表
敬
訪
問
に

は
︑
藤
井
直
樹
国
交
省
自
動

車
局
長
︑
井
上
剛
志
警
察
庁

交
通
局
長
︑
全
ト
協
の
伊
藤

昭
人
副
会
長
（
交
通
対
策
委

員
長
）︑福
本
秀
爾
理
事
長
︑

山
崎
薫
常
務
理
事
が
同
席
し

た
︒

　

振
興
セ
ン
タ
ー
は
︑
全
ト

協
か
ら
４
か
所
の
Ｔ
Ｓ
を
引

き
継
ぐ
形
で
昭
和
56
年
度
に

ス
タ
ー
ト
︒
全
ト
協
の
助
成

を
受
け
な
が
ら
︑
平
成
15
年

度
に
︑
最
後
と
な
る
40
か
所

目
の
Ｔ
Ｓ
を
開
設
す
る
な

ど
︑事
業
を
推
進
し
て
き
た
︒

そ
の
後
︑
一
部
Ｔ
Ｓ
の
閉
鎖

を
行
う
一
方
で
︑
老
朽
化
す

る
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
つ
つ
︑
27
年
10
月
に
は

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
協

同
運
営
す
る
方
式
の
﹁
白
河

の
関
Ｔ
Ｓ
﹂
を
設
置
す

る
な
ど
︑
Ｔ
Ｓ
事
業
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
︒

　

今
回
の
合
併
で
は
︑

振
興
セ
ン
タ
ー
を
全
ト

協
に
吸
収
・
合
併
し
た

後
︑
全
ト
協
内
に
休
憩

施
設
に
関
す
る
業
務
を

一
元
的
に
行
う
部
門
を

設
置
す
る
︒
こ
れ
に
よ

り
︑
こ
れ
ま
で
両
組
織

に
分
か
れ
て
い
た
意
思

決
定
手
続
き
が
一
本
化

さ
れ
る
ほ
か
︑
運
用
費
用
等

の
削
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
︒

　

契
約
締
結
調
印
式
で
は
︑

星
野
良
三
全
ト
協
会
長
と
大

須
賀
正
孝
振
興
セ
ン
タ
ー
理

事
長
が
調
印
︒
合
併
の
実
現

に
向
け
︑
固
い
握
手
を
交
わ

し
た
︒

　

な
お
︑
６
月
29
日
に
行
わ

れ
る
全
ト
協
総
会
と
振
興
セ

ン
タ
ー
評
議
員
会
の
中
で
︑

吸
収
合
併
の
特
別
決
議
が
諮

ら
れ
る
︒
特
別
決
議
が
採
択

さ
れ
た
の
ち
︑
11
月
初
旬
の

変
更
認
定
申
請
（
全
ト
協
）

・
合
併
届（
振
興
セ
ン
タ
ー
）

提
出
を
経
て
︑
30
年
４
月
１

日
に
合
併
︒
新
事
業
が
開
始

さ
れ
る
予
定
と
な
る
︒

　

平
成
28
年
10
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
た
第
48
回﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

の
各
部
門
優
勝
者
が
４
月
20
日
、
星
野
良
三
会
長
と
と
も

に
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を

表
敬
訪
問
し
た
。
安
倍
総
理
は
﹁
今
回
の
受
賞
を
励
み
に

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま

す
﹂
と
、
選
手
ら
に
労
い
と
激
励
の
言
葉
を
か
け
た
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
（
公
財
）

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー

は
４
月
25
日
︑
平
成
30
年
４
月
１
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
両
者
の
合
併
に
伴
う
契

約
締
結
調
印
式
を
行
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
は
︑
不

足
し
て
い
る
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安

全
運
行
の
確
保
と
い
う
課
題
に
対
応
す

る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｓ
）
を
含
め
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
や
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利

用
し
た
高
速
道
路
外
の
休
憩
施
設
︑
道

の
駅
な
ど
を
活
用
し
た
総
合
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒
両
者
の
合
併
で

意
思
決
定
手
続
き
が
一
本
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
︑
休
憩
施
設
の
拡
充
に
向
け

た
迅
速
な
対
応
が
期
待
さ
れ
る
︒

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
︑

環
境
省
か
ら
の
平
成
29
年
度

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

事
業
費
等
補
助
金
（
低
炭
素

型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普

及
加
速
化
事
業
）を
活
用
し
︑

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
て
︑
燃
費
性
能
の
高

い
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
の
導
入
を
支
援
す
る

事
業
を
実
施
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
投
資
余
力
の
な

い
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
対
し
︑
低
炭
素
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を

集
中
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
削
減
を
図
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
︒
予
算
総
額
は

29
・
65
億
円
（
事
務
費
を
含

む
）︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
（
資
本
金

３
億
円
以
下
ま
た
は
従
業
員

数
３
０
０
人
以
下
の
中
小
事

業
者
）・
リ
ー
ス
事
業
者
︒

補
助
対
象
車
は
︑
低
炭
素
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
（
総

重
量
３
・
５
㌧
超
）の
う
ち
︑

27
年
度
重
量
車
燃
費
基
準
＋

大
型
・
中
型
５
％
以
上
達
成

車
︑
小
型
10
％
以
上
達
成
車

で
︑
29
年
４
月
３
日
～
30
年

１
月
31
日
に
新
車
登
録
さ
れ

た
車
︒
今
年
度
は
︑
経
年
車

の
廃
車
を
伴
わ
な
い
新
車
に

つ
い
て
も
補
助
対
象
と
な
る
︒

　

補
助
額
は
︑
経
年
車
の
廃

車
を
伴
う
場
合
は
︑
標
準
的

燃
費
水
準
の
車
両
と
の
差
額

の
２
分
の
１
の
額
︒
ま
た
︑

廃
車
を
伴
わ
な
い
場
合
は
︑

同
差
額
の
３
分
の
１
の
額
︒

な
お
︑
今
年
度
は
︑
多
く
の

事
業
者
に
同
補
助
を
活
用
し

て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
に
︑

１
事
業
者
当
た
り
申
請
台
数

は
１
台
と
し
て
い
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
29
年
６

月
12
日
㈪
～
30
年
１
月
31
日

㈬
︒
同
補
助
事
業
に
係
る
申

請
要
件
等
の
詳
細
は
︑
次
号

に
掲
載
の
予
定
︒

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で

説
明
会
を
開
催

　

な
お
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
公

募
説
明
会
（
２
面
に
一
覧
掲

載
）
を
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で

18
回
実
施
す
る
︒
説
明
会
へ

の
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
向
け

部門 氏名 都道府県 所属事業所
４トン

（内閣総理大臣賞） 井上　　誠 神奈川県 ㈱日立物流南関東 神奈川輸送営業所

11 トン 平岡　誠次 岡 山 県 日本通運㈱ 倉敷支店 東鐡事業所
トレーラ 石神　孝信 愛 知 県 日本通運㈱ 中京コンテナ支店 名古屋コンテナセンター
女　性 松本　恭子 神奈川県 中央エース物流㈱ 厚木営業所

※国土交通大臣賞
（11 トン） 松井　謙顕 愛 知 県 カリツー㈱ 刈谷北営業所

※中小企業の出場者のうち、全部門を通じて総合得点第１位の者

表
敬
訪
問
選
手
一
覧

安
倍
総
理
か
ら
労
い
の
言
葉

第
48
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

各
部
門
優
勝
者
と
国
交
大
臣
賞
受
賞
選
手

安倍総理・石井国交大臣を表敬訪問

全ト協・振興センター

合
併
に
向
け
調
印
式
を
実
施

合
併
調
印
後
、
固
い
握
手
を
交
わ
す
星
野
会

長
と
大
須
賀
理
事
長
（
４
月
25
日
、全
ト
協
）

左から福本理事長、星野会長、石神選手、井上選手、安倍総理、松本選手、平岡選手、
伊藤副会長、山崎常務理事（4月20日、首相官邸）

上段左から福本理事長、星野会長、伊藤副会長、山崎常務理事。下段左から松井選手、石
神選手、井上選手、石井国交大臣、松本選手、平岡選手（4月20日、国交大臣室）

平
成
30
年
４
月
１
日
の
合
併
目
指
す

低炭素型ディーゼルトラック補助事業を実施

経年車廃車を伴わない
新車導入も補助対象に

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.4.15—
5.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.4.15—
5.1

　あなたは自車線も対向車線も渋滞している一般道路を走行してい
ます。前方に脇道があり、左のウインカーを出している車が見えます。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 87回〕「渋滞一般道路の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交通の教則・危険な場所での運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�踏切では変速せずに、発進したときの低速ギアのまま、できるだけ
左側に寄って通行する。（ ○・× ）

❷	�踏切支障報知装置のない踏切内で車が動かなくなったときは、発炎
筒などで列車に知らせる。（ ○・× ）

❸	�下り坂では低速ギアを用い、フットブレーキをフルに活用してスピ
ードを調整しながら走行する。（ ○・× ）

❹	�カーブに接近するときは、カーブの手前の直線部分で十分にスピー
ドを落とす。（ ○・× ）

❺	�曲がり角やカーブでは、内輪差の問題は生じないので、その点につ
いては特に注意する必要はない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

４
月
25
日
︑
第
59
回
﹁
広

報
委
員
会
﹂（
小
林
和
男
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒
主

な
議
事
内
容
と
し
て
︑
①
平

成
29
年
度
広
報
事
業
の
進
捗

状
況
②
広
報
の
あ
り
方
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
︱
︱

な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
︒

　

29
年
度
広
報
事
業
の
進
捗

状
況
と
し
て
は
︑
４
月
20
日

に
行
わ
れ
た
﹁
第
48
回
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
優
勝
者
の
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
へ

の
表
敬
訪
問
（
１
面
詳
細
）

や
︑29
年
度﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
案
募
集

に
関
す
る
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
︑
労
働
力
確
保
お

よ
び
業
界
イ
メ
ー
ジ
向
上
の

た
め
の
全
国
共
通
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
素
材
の
制
作
に
つ
い
て
︑

同
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容

や
︑
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
制
作
し
た
ウ
ェ
ブ
ド
ラ
マ

﹁
走
れ
！
風
に
な
っ
て
未
来

へ
﹂
を
見
た
上
で
︑
議
論
が

行
わ
れ
た
︒
な
お
︑
同
素
材

に
つ
い
て
は
︑
７
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
次
回
委
員
会
に

お
い
て
絵
コ
ン
テ
案
を
提
示

し
︑
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
予
定
︒

　

当
日
は
議
事
に
先
立
ち
︑

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
森

田
富
士
夫
氏
に
よ
る
講
演

﹁
広
報
戦
略
策
定
の
必
要
と

当
面
の
広
報
戦
術
に
つ
い
て
﹂

が
行
わ
れ
た
︒

平
成
29
年
度
申
請
に　
　

　
　
　
　　
　
つ
い
て
承
認

第
５
回
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
運
営
委
員
会

　

４
月
24
日
︑
第
５
回
﹁
引

越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
運

営
委
員
会
﹂（
委
員
長
：
野

尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学

長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
ま
ず
︑
Ｇ
マ

ー
ク
特
例
の
審
査
基
準
の
明

確
化
に
つ
い
て
審
議
︒
委
員

か
ら
挙
が
っ
た
意
見
を
基
に

事
務
局
で
制
度
規
程
・
認
定

基
準
の
改
正
案
を
ま
と
め
︑

野
尻
委
員
長
に
提
案
し
た
上

で
︑
各
委
員
の
承
認
を
得
る

こ
と
と
し
た
︒

　

続
い
て
︑
平
成
29
年
度
の

申
請
（
新
規
申
請
︑
更
新
申

請
︑
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒
今

年
度
は
︑
５
月
下
旬
か
ら
８

月
15
日
ま
で
を
申
請
書
類
頒

布
期
間
︑
８
月
１
日
か
ら
８

月
15
日
ま
で
を
申
請
受
付
期

間
と
し
︑
新
規
申
請
・
更
新

申
請
を
受
け
付
け
る
（
８
面

に
詳
細
）︒

　

今
年
度
か
ら
開
始
す
る
更

新
申
請
に
関
し
て
は
︑
申
請

書
の
頒
布
に
つ
い
て
︑
更
新

対
象
の
事
業
者
に
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
必
要
書

類
を
郵
送
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑報
告
事
項
と
し
て
︑

①
28
年
度
の
認
定
事
業
者
②

認
定
事
業
者
の
状
況
③
お
客

様
対
応
責
任
者
研
修
会
議
④

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
消
費
者

向
け
周
知
活
動
⑤
引
越
安
心

窓
口
へ
の
相
談
⑥
制
度
の
認

知
度
調
査
︱
︱
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
︒

「
過
労
死
等
防
止
計
画　

　
　

 　
策
定
Ｗ
Ｇ
」
発
足

第
１
回
会
合
を
開
催

　

４
月
21
日
︑﹁
過
労
死
等

防
止
計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ

（
Ｗ
Ｇ
）﹂
の
初
会
合
が
行

わ
れ
た
︒
昨
今
︑
過
労
死
に

対
す
る
社
会
的
関
心
が
高
ま

る
な
か
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
は
︑
長
年
に
わ
た
っ
て

過
労
死
の
ワ
ー
ス
ト
業
種
と

さ
れ
て
き
た
︒
ま
た
︑
過
労

死
等
防
止
対
策
推
進
法
が
制

定
さ
れ
た
状
況
等
を
踏
ま

講
演
を
受
け
た
ほ
か
︑
京
浜

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
東

京
都
大
田
区
）
や
物
流
博
物

館（
東
京
都
港
区
）の
視
察
︑

全
ト
協
役
員
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
も
実
施
︒
最
終
日
の

21
日
に
は
︑
研
修
の
総
括
と

し
て
︑
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
と

参
加
者
間
で
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
後
︑
修
了
式
を
開
催

し
た
︒

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
・
返
送

を
求
め
る
も
の
︒
安
衛
研
か

ら
提
出
さ
れ
た
案
を
基
に
︑

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

安
衛
研
お
よ
び
全
ト
協
事
務

局
で
取
り
ま
と
め
︑
５
月
中

旬
頃
ま
で
に
送
付
す
る
予
定

と
し
た
︒

　

次
回
会
合
は
６
月
28
日
㈬

開
催
予
定
で
︑
同
調
査
の
速

報
等
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
行

う
︒

平
成
29
年
度
新
規
採
用 　

　

職
員
研
修
に
27
人
が
参
加

４
日
間
で
業
界
の
基
礎
学
ぶ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
︑﹁
平
成
29
年
度
新
規
採

用
職
員
研
修
﹂を
実
施
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
新
規
採
用
職
員

を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
︑
今
年
度
で
３
回
目
の

開
催
︑
計
27
人
の
新
規
採
用

職
員
が
参
加
し
た
︒

　

研
修
で
は
︑
各
講
師
か
ら

え
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が

自
主
的
に
対
策
を
講
ず
る
こ

と
と
し
︑
新
た
な
計
画
策
定

の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
︒
座
長

に
は
︑（
公
財
）
大
原
記
念

労
働
科
学
研
究
所
の
酒
井
一

博
所
長
が
選
任
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
各
委
員
か
ら

過
労
死
等
に
関
す
る
資
料
の

説
明
が
行
わ
れ
︑
ま
ず
︑
労

働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安

全
衛
生
総
合
研
究
所
（
安
衛

研
）
が
︑
過
労
死
等
防
止
対

策
に
関
す
る
概
要
と
︑
道
路

貨
物
運
送
業
従
事
者
に
お
け

る
被
災
の
実
態
に
つ
い
て
説

明
︒
引
き
続
き
︑（
公
財
）

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

が
過
労
死
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
説
し
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
め
ぐ
る
労
働
環
境
の

実
態
や
︑
過
労
死
等
防
止
の

た
め
の
取
り
組
み
﹁﹃
過
労

死
等
ゼ
ロ
﹄
緊
急
対
策
﹂
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
た
︒

　

続
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
お
け
る
長
時
間
労
働

の
実
態
と
現
状
を
把
握
す
る

た
め
︑
安
衛
研
よ
り
﹁
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
け
る

働
き
方
と
疲
労
に
関
す
る
実

態
調
査
﹂
の
実
施
が
提
案
さ

れ
た
︒
同
調
査
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
１
０
０
０
社

（
予
定
）
に
調
査
票
を
送
付

し
︑
経
営
者
１
人
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
５
人
を
対
象
と
し
た
ア

（
５
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

▽
５
月
11
日

・
第
１
回
総
務
委
員
会
・
役
員
選
考

委
員
会

▽
５
月
24
日

・
第
５
回
税
制
・
交
付
金
委
員
会

▽
５
月
26
日

・
第
12
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧

ガ
ス
部
会
総
会

▽
５
月
30
日

・
第
５
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ワ
ー

キ
ン
グ
委
員
会

１面に関連　低炭素型ディーゼルトラック補助事業
公募説明会開催予定

開催地 実施日 時間 会場・所在地

札幌 5月30日（火） 13：30～15：30 （公社）北海道トラック協会

仙台 5月25日（木） 13：30～15：30 仙台青葉カルチャーセンター

郡山 6月2日（金） 13：30～15：30 （公社）福島県トラック協会
県中研修センター

さいたま 5月25日（木） 13：30～15：30 （一社）埼玉県トラック協会

千葉 5月29日（月） 13：30～15：30 （一社）千葉県トラック協会

東京① 5月19日（金） 13：30～15：30 （公社）全日本トラック協会

東京② 5月30日（火） 13：30～15：30 （一社）東京都トラック協会

横浜 5月26日（金） 13：30～15：30 （一社）神奈川県トラック協会

新潟 5月26日（金） 13：30～15：30 （公社）新潟県トラック協会

名古屋 5月31日（水） 13：30～15：30 （一社）愛知県トラック協会

大阪① 5月23日（火） 13：30～15：30 ティ―オージー

大阪② 6月1日（木） 13：30～15：30 ティ―オージー

神戸 5月22日（月） 13：30～15：30 （一社）兵庫県トラック協会

広島 6月1日（木） 13：30～15：30 （公社）広島県トラック協会

高松 5月31日（水） 13：30～15：30 （一社）香川県トラック協会

博多① 5月23日（火） 13：30～15：30 （公社）福岡県トラック協会

博多② 6月2日（金） 13：30～15：30 （公社）福岡県トラック協会

鹿児島 5月24日（水） 13：30～15：30 （公社）鹿児島県トラック協会

 

高
効
率
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

出
発
式
を
開
催

日
本
ガ
ス
協
会

　
（
一
社
）日
本
ガ
ス
協
会
は
︑

今
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
高
効
率
天
然
ガ
ス
ト

ラ
ッ
ク
の
実
証
走
行
を
行
う

の
に
合
わ
せ
︑
４
月
24
日
に

東
京
都
江
東
区
の
ガ
ス
の
科

学
館
﹁
が
す
て
な
ー
に
﹂
で

﹁
高
効
率
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ

ク
出
発
式
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
実
証
走
行
で
は
︑
同
協

会
が
試
作
し
た
２
台
の
高
効

率
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
（
２

～
３
㌧
ク
ラ
ス
）
を
︑
モ
ニ

タ
ー
協
力
会
社
（
佐
川
急
便

㈱
︑
新
潟
運
輸
㈱
）
が
そ
れ

ぞ
れ
２
年
間
モ
ニ
タ
ー
運
用
︒

こ
の
モ
ニ
タ
ー
運
用
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
様
々
な
デ
ー
タ

や
知
見
を
車
両
改
善
に
活
か

す
ほ
か
︑
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望

を
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
早
期

の
量
産
車
投
入
を
目
指
す
︒

　

出
発
式
で
は
︑
同
協
会
天

然
ガ
ス
自
動
車
普
及
推
進
委

員
会
の
安
岡
省
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
︑
高
効
率
天
然
ガ

ス
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
期
待
に
つ
い

て
語
っ
た
︒
そ
の
後
︑
モ
ニ

タ
ー
協
力
会
社
で
あ
る
佐
川

急
便
㈱
の
鈴
木
喜
一
常
務
取

締
役
と
新
潟
運
輸
㈱
の
山
田

博
義
代
表
取
締
役
が
︑
同
協

会
か
ら
本
事
業
の
委
託
を
受

け
た
（
一
財
）
環
境
優
良
車

普
及
機
構
の
上
田
信
一
理
事

長
か
ら
自
動
車
の
キ
ー
を
受

け
取
り
︑
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後

に
２
台
の
モ
ニ
タ
ー
車
が
会

場
を
出
発
︒
２
年
に
わ
た
る

同
実
証
走
行
が
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
︒
な
お
︑
出
発
式
に

は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か

ら
細
野
高
弘
専
務
理
事
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
︒

出発式では細野高弘全ト協専務理
事らによるテープカットが行われた

第59回広報委員会（4月25日、全ト協）

第５回引越事業者優良認定制度運営委員会（４
月24日、全ト協）

第１回過労死等防止計画策定WG（４月21日、全
ト協）

全
国
共
通
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材

制
作
に
向
け
議
論
を
深
め
る

第
59
回
広
報
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

 第136回 

５月から行われる熱中症
予防キャンペーンの内容
は

︻
解
説
︼
熱
中
症
は
︑
こ
の
と
こ
ろ

毎
年
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
︑
社

会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
︑
職
場
に

お
け
る
休
業
４
日
以
上
の
熱
中
症
に

よ
る
死
傷
者
数
は
︑
猛
暑
だ
っ
た
平

成
22
年
に
最
多
の
６
５
６
人
を
記
録

Ａ�

必
要
に
応
じ
た
作
業
の
中
断
、

短
縮
、
水
分
・
塩
分
の
積

極
的
な
摂
取
な
ど

　

厚
生
労
働
省
が
５
月
か
ら

﹁
熱
中
症
予
防
対
策
﹂
を
行

う
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
す
か
。

し
て
以
降
︑
毎
年
４
０
０
人
か
ら
５

０
０
人
に
上
っ
て
お
り
︑
う
ち
死
亡

者
は
多
い
年
で
は
30
人
を
超
え
る
な

ど
︑
24
年
か
ら
28
年
ま
で
の
５
年
間

で
80
人
超
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
ち
な

み
に
︑
運
送
業
関
係
で
は
︑
死
傷
者

は
24
年
43
人
︑
25
年
68
人
︑
26
年

56
人
︑27
年
62
人
︑28
年
（
速
報
値
）

52
人
と
な
っ
て
お
り
︑
そ
の
う
ち
25

年
に
１
人
︑
26
年
に
２
人
︑
27
年
に

１
人
の
計
４
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
同
省
で
は
︑
陸
上
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会

な
ど
の
労
働
災
害
防
止
団
体
と
と
も

に
︑
新
た
に
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

予
防
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
︑
５
月
か
ら
９
月
ま
で
を
実
施
期

間
と
す
る
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
に
事
業
場
が
実
施
す
べ
き
事

項
と
し
て
は
︑
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
（
暑
さ

指
数
）
の
把
握
と
そ
の
評
価
︑
作
業

環
境
管
理
︑
作
業
管
理
︑
健
康
管

理
な
ど
８
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
︒
こ
の
う
ち
︑
作
業
管
理
で
は
︑

①
単
独
作
業
を
控
え
︑
休
憩
時
間

を
長
め
に
設
定
す
る
等
の
労
働
時
間

の
短
縮
︑
②
７
日
以
上
か
け
て
熱
へ

の
ば
く
露
時
間
を
次
第
に
長
く
す
る

等
の
熱
へ
の
順
化
︑
③
水
分
及
び
塩

分
の
作
業
前
後
の
摂
取
や
作
業
中
の

定
期
的
な
摂
取
︑
④
熱
を
吸
収
・

保
熱
し
や
す
い
服
装
を
避
け
︑
透
湿

性
及
び
通
気
性
の
よ
い
服
装
の
着
用

︱
︱
な
ど
の
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
︒

　

ま
た
︑
特
に
死
傷
者
の
発
生
が
集

中
す
る
７
月
を
重
点
取
り
組
み
期
間

と
し
て
︑
①
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
に
応
じ
た

作
業
の
中
断
︑
短
縮
︑
休
憩
時
間
の

確
保
を
徹
底
す
る
︑
②
水
分
及
び
塩

分
の
積
極
的
な
摂
取
や
熱
中
症
予
防

管
理
者
に
よ
る
そ
の
確
認
の
徹
底
を

図
る
︑
③
睡
眠
不
足
︑
体
調
不
良
︑

前
日
の
多
量
の
飲
酒
︑
当
日
の
朝
食

の
未
摂
取
等
に
つ
い
て
︑
作
業
開
始

前
に
確
認
す
る
と
と
も
に
︑
巡
視
の

頻
度
を
増
や
す
︑
④
期
間
中
は
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

含
め
︑
重
点
的
な
教
育
を
行
う
︑
⑤

異
常
時
の
措
置
と
し
て
︑
異
常
を
認

め
た
と
き
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
救

急
隊
を
要
請
す
る
︱
︱
な
ど
の
対
策

事
項
を
挙
げ
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
職
場
の
あ
ん
ぜ

ん
サ
イ
ト
﹂
内
に
︑特
設
サ
イ
ト
﹁
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
が
設
け
ら
れ
る

予
定
で
す
の
で
︑
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
権
兵
衛
が
種
ま
き
ゃ
カ
ラ
ス

が
ほ
じ
く
る
﹂︒
努
力
し
て
も
実

を
結
ば
な
い
こ
と
や
ム
ダ
な
こ
と

を
表
す
こ
と
わ
ざ
だ
︒
だ
が
︑
こ

れ
に
は
表
と
裏
の
意
味
が
あ
る
︒

表
の
教
訓
は
︑
前
提
と
し
て
無
意

識
の
う
ち
に
主
体
を
権
兵
衛
に
お

い
て
い
る
︒
だ
か
ら
徒
労
の
意
味

に
な
る
︒
逆
に
カ
ラ
ス
を
主
体
に

す
る
と
︑
悪
い
こ
と
を
防
ぐ
に
は
︑

兆
候
（
種
）
の
う
ち
に
根
絶
し
て

し
ま
え
︑
と
い
う
教
え
に
な
る
︒

　

周
知
の
よ
う
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
で
は
︑
１
件
の
重
大
事
故

の
裏
に
は
29
件
の
軽
微
な
事
故
が

あ
り
︑
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
３

０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
︒
つ
ま
り
１
件
の
大
き

な
事
故
を
防
ぐ
に
は
︑
３
０
０
件

の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
に
対
処
し
︑

重
大
事
故
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う

必
要
が
あ
る
︒
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
だ
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
重
要
な
仕
事
の

１
つ
と
し
て
地
道
に
取

り
組
む
し
か
な
い
︒

　

あ
る
地
方
の
中
小
事

業
者
は
︑
２
㌧
車
か
ら

10
㌧
車
ま
で
38
台
を
保

有
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
も
38
人
だ
︒
こ
の

事
業
者
は
ど
ん
な
小
さ

な
事
故
で
も
日
報
と
は
別
に
︑

略
図
な
ど
も
描
い
た
事
故
報
告

書
を
提
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒
現
場
か
ら
は
ス
マ
ホ
で

撮
っ
た
写
真
を
す
ぐ
に
送
信
す

る
が
︑
帰
社
し
て
か
ら
報
告
書

を
作
成
す
る
の
で
あ
る
︒

　

例
え
ば
最
近

の
事
例
を
み
る

と
︑﹁
自
分
の

車
の
前
の
タ
イ

ヤ
の
飛
び
石
で

後
の
タ
イ
ヤ
の

フ
ェ
ン
ダ
ー
が

傷
付
い
た
﹂
と

い
う
報
告
が
あ

っ
た
︒
報
告
内

容
を
書
類
と
し

て
確
認
す
る
だ

け
で
な
く
︑
社

長
が
ド
ラ
イ
バ

ー
と
個
別
に
面

談
し
て
現
場
の

状
況
な
ど
を
聞

き
︑
ど
う
し
た

ら
事
故
を
防
げ
る
か
な
ど
を
マ

ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で
話
し
合

う
︒

　

飛
び
石
で
い
え
ば
︑
前
を
走

行
す
る
車
の
後
輪
か
ら
の
飛
び

石
で
バ
ン
パ
ー
が
傷
付
く
こ
と

も
あ
る
︒こ
れ
は
不
可
抗
力
だ
が
︑

﹁
被
害
を
で
き
る
だ
け
受
け
な
い

た
め
の
走
行
と
し
て
は
︑
車
間
距

離
を
ど
の
く
ら
い
保
て
ば
よ
い
か
﹂

と
い
っ
た
話
し
合
い
を
す
る
︒
対

応
策
が
難
し
い
の
は
︑
対
向
車
か

ら
の
飛
び
石
だ
︒
こ
れ
に
は
結
局
︑

社
内
で
設
定
し
て
い
る
制
限
速
度

の
厳
守
ぐ
ら
い
し
か
防
止
策
が
な

い
と
い
う
︒
貨
物
事
故
で
も
︑
納

品
先
で
荷
物
を
降
ろ
す
た
め
に
ウ

ィ
ン
グ
を
上
げ
た
ら
︑
段
ボ
ー
ル

の
荷
物
が
１
個
崩
れ
て
落
ち
た
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
最
近
あ
っ
た
︒

図
な
ど
を
見
な
が
ら
話
し
合
っ
て
︑

荷
物
を
ど
の
よ
う
に
積
め
ば
事
故

を
防
げ
る
か
を
一
緒
に
考
え
る
︒

　

同
社
で
は
さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の

小
さ
な
事
故
を
年
２
回
集
計
し
て

原
因
や
対
策
を
一
覧
表
に
し
︑
安

全
会
議
で
の
教
材
に
も
活
用
し
て

い
る
︒
同
社
の
社
長
は
﹁
小
さ
な

事
故
に
つ
い
て
も
︑
防
止
策
な
ど

を
確
認
し
合
う
こ
と
で
︑
大
き
な

事
故
を
防
ぐ
﹂と
い
う
考
え
方
だ
︒

﹁
小
さ
な
事
故
に
つ
い
て
具
体
的

に
話
し
合
う
こ
と
が
︑
一
番
の
教

育
に
な
る
﹂
と
い
う
︒

　

種
ま
き
権
兵
衛
を
逆
解
釈
し

た
ら
︑﹁
事
故
は
わ
ず
か
な
兆
候

の
う
ち
に
摘
み
取
る
の
が
良
い
﹂

と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
に

行
き
つ
い
た
︒

第
185
回

「権兵衛が種まきゃ…」の逆教訓

　

タ
イ
ヤ
を
新

品
に
交
換
し
て

か
ら
１
年
も
の

間
︑
タ
イ
ヤ
の

﹁
位
置
交
換
﹂
を
全
く
行
わ
な
い
ト
ラ
ッ
ク

が
ま
だ
ま
だ
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
︒﹁
位

置
交
換
と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
︒

初
め
て
聞
く
タ
イ
ヤ
ケ
ア
だ
﹂
と
い
う
ド
ラ

イ
バ
ー
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
点
検
は
実
践
し
て
も
︑
タ
イ
ヤ
の
位

置
交
換
と
な
る
と
︑
作
業
時
間
や
費
用
の
関

係
で
見
送
る
場
合
が
多
く
︑
タ
イ
ヤ
作
業
者

と
し
て
は
︑﹁
こ
こ
で
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
を

す
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
も
長
持
ち
し
︑
運
転
の
疲

労
も
軽
減
で
き
る
絶
好
の
機
会
な
の
に
︙
︙
﹂

と
思
う
の
で
す
が
︑
位
置
交
換
の
効
果
が
な

70
％
溝
以
下
か
ら
緩
や
か
な
摩
耗
速
度
に
な

り
︑
半
分
の
50
％
溝
辺
り
ま
で
が
最
も
ゴ
ム
が

消
耗
し
に
く
い
ゾ
ー
ン
に
入
り
ま
す
︒
確
か
に
︑

タ
イ
ヤ
の
溝
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
︑
走
行
中

の
ゴ
ム
揺
れ
が
大
き
く
な
り
ま
す
し
︑
新
品
タ

イ
ヤ
で
あ
れ
ば
︑
ゴ
ム
の
鮮
度
も
新
鮮
で
柔
軟

で
す
か
ら
︑ゴ
ム
の
消
耗
は
大
き
く
な
り
ま
す
︒

　

特
に
﹁
左
﹂
の
前
輪
タ
イ
ヤ
は
︑
傾
斜
角
の

あ
る
路
面
の
左
端
を
走
行
す
る
た
め
︑
路
面
側

の
タ
イ
ヤ
溝
に
は
特
殊
な
偏
摩
耗
が
発
生
し
や

す
く
︑
そ
こ
が
急
所
に
な
る
の
で
︑
そ
の
ま
ま

使
い
続
け
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
況
を

招
き
ま
す
︒

　

リ
ブ
型
の
タ
イ
ヤ
で
あ
れ
ば︿
肩
落
ち
摩
耗
﹀︑

全
天
候
ミ
ッ
ク
ス
型
で
あ
れ
ば
︿
ヒ
ー
ル
＆
ト

ゥ
ー
摩
耗
﹀
と
い
っ
た
︑
軽
め
の
偏
摩
耗
が
ま

か
な
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
阻
ま
れ
て

い
る
︑
と
い
う
の
が
事
実
で
す
︒

　

こ
れ
は
︑
乗
用
車
も
含
め
た
全
車
両
に
共
通

す
る
こ
と
で
す
が
︑
タ
イ
ヤ
を
新
品
に
交
換
し

た
後
︑
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
確
固
と
し
た
理
由
が
あ
る
の
で
す
︒

ズ
バ
リ
言
え
ば
︑
そ
れ
は
︑
最
も
傷
み
や
す
い

前
輪
タ
イ
ヤ
に
発
生
し
た
﹁
偏
摩
耗
﹂
の
進
行

を
食
い
止
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒

　

前
輪
タ
イ
ヤ
は
後
輪
タ
イ
ヤ
と
違
い
︑
ハ
ン

ド
ル
操
作
の
影
響
を
受
け
︑
タ
イ
ヤ
の
接
地
面

が
大
き
く
変
形
し
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
タ
イ
ヤ
の

溝
は
︑
残
量
に
よ
っ
て
摩
耗
速
度
が
異
な
り
︑

新
品
溝
か
ら
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が
出
る
ま
で
の

間
︑
摩
耗
速
度
が
最
も
速
い
時
期
は
︑﹁
新
品

溝
か
ら
90
％
溝
﹂の
間
と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ず
発
生
し
ま
す
︒
そ
の
状
態
を
放
置
し
︑
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
点
検
を
し
な
い
ま
ま
走
行
す
る

と
︑
リ
ブ
型
は
︿
フ
ェ
ザ
ー
エ
ッ
ジ
摩
耗
﹀︑
全

天
候
ミ
ッ
ク
ス
型
は
︿
多
角
形
摩
耗
﹀
な
ど
の

修
復
不
可
能
な
偏
摩
耗
に
﹁
成
長
﹂
し
て
し
ま

い
ま
す
︒︿
フ
ェ
ザ
ー
エ
ッ
ジ
摩
耗
﹀
は
︑
鳥
の

羽
に
似
た
形
状
に
な
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
︑

︿
多
角
形
摩
耗
﹀
は
言
葉
の
通
り
︑
も
は
や
タ

イ
ヤ
の
形
を
な
さ
な
い
︑

接
地
面
全
部
が
凸
凹
し

た
形
状
に
変
化
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
︒

　

後
者
２
つ
は
︑
一
度
発

生
さ
せ
る
と
危
険
な﹁
異

状
タ
イ
ヤ
﹂
と
し
て
分

類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

そ
の
芽
を
完
全
に
摘
む

た
め
に
︑
使
用
後
３
か

月
以
内
︑
も
し
く
は
１

万
㌔
㍍
走
行
し
た
ら
︑
最
初
の
位
置
交
換
を
行

う
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
︒
６
本
装
着
の
ト
ラ
ッ

ク
用
タ
イ
ヤ
の
場
合
︑
疲
弊
し
た
前
輪
タ
イ
ヤ

２
本
を
︑
偏
摩
耗
が
少
な
い
後
輪
タ
イ
ヤ
２
本

（
左
右
ど
ち
ら
か
一
方
）
と
入
れ
替
え
ま
す
︒

次
は
６
～
９
か
月
後
に
︑
反
対
側
の
後
輪
タ
イ

ヤ
２
本
と
入
れ
替
え
る
と
い
う
年
２
回
の
流
れ

で
︑
空
気
圧
点
検
と
位
置
交
換
を
同
時
に
行
え

ば
︑
２
年
目
以
降
も
す
べ
て

の
タ
イ
ヤ
が
偏
摩
耗
を
起
こ

さ
ず
︑
綺
麗
に
使
い
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒
も

ち
ろ
ん
︑
燃
費
性
能
も
劇

的
に
よ
く
な
る
と
い
う
︑
タ

イ
ヤ
ケ
ア
の
中
で
最
も
効
果

の
高
い
節
約
術
な
の
で
︑
タ

イ
ヤ
作
業
者
か
ら
み
れ
ば
︑

こ
の
位
置
交
換
を
や
ら
な
い

手
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
︒

第
72
回 

「
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
を
年
２
回
勧
め
る
理
由
」

間
と
し
︑
32
年
度
末
を
目
標

年
次
と
し
た
新
プ
ラ
ン
を
今

夏
頃
に
策
定
す
る
︒

　

27
日
の
同
検
討
会
で
国
交

省
が
提
示
し
た
新
プ
ラ
ン
の

重
点
施
策
案
は
︑
①
事
業
者

・
利
用
者
・
行
政
に
よ
る
安

全
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
構
築

②
自
動
運
転
を
は
じ
め
と
す

が
あ
る
﹂
と
強
調
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
熊
本
地
震
な
ど

頻
発
化
す
る
災
害
リ
ス
ク

や
︑
テ
ロ
・
海
賊
の
リ
ス
ク

な
ど
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
た
︒

　

そ
の
上
で
︑
こ
れ
か
ら
の

物
流
施
策
の
方
向
性
と
し

て
︑
物
流
シ
ス
テ
ム
の
維
持

・
確
保
の
た
め
に
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
抑
制

な
ど
労
働
環
境
の
改
善
に
よ

る
労
働
力
確
保
︑
自
動
運
転

な
ど
労
働
力
不
足
を
克
服
す

る
た
め
の
先
進
的
技
術
の
利

活
用
︑
適
正
運
賃
の
収
受
な

ど
取
引
環
境
の
改
善
︑
過
疎

地
な
ど
で
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
維
持
・
確
保
な
ど
を

挙
げ
た
︒

　

ま
た
︑
国
内
外
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
最
適
な

物
流
体
系
構
築
に
向
け
て

は
︑
物
流
シ
ス
テ
ム
の
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
︑
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
や
共
同
物
流
網
の
構
築

を
挙
げ
︑
道
路
や
港
湾
な
ど

物
流
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
︑
物

流
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
も

方
向
性
と
し
て
示
し
た
︒

る
新
技
術
の
開
発
・
利
用
・

普
及
の
促
進
③
超
高
齢
社
会

を
踏
ま
え
た
高
齢
者
事
故
の

防
止
対
策
④
統
計
情
報
の
分

析
等
に
基
づ
く
特
徴
的
な
事

故
等
へ
の
対
応
⑤
道
路
交
通

環
境
の
改
善
︱
︱
の
５
本
柱

で
︑
委
員
か
ら
は
概
ね
了
解

を
得
た
︒

新
プ
ラ
ン
策
定
へ
検
討
開
始

事
故
防
止
対
策
の
計
画
見
直
し

　

国
土
交
通
省
は
４
月
27

日
︑平
成
29
年
度
第
１
回﹁
自

動
車
運
送
事
業
に
係
る
交
通

事
故
対
策
検
討
会
﹂を
開
き
︑

﹁
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
０
９
﹂
に
代
わ

る
新
し
い
総
合
安
全
プ
ラ
ン

策
定
に
向
け
た
検
討
を
開
始

し
た
︒

　

現
行
の
プ
ラ
ン
は
︑
平
成

21
年
に
策
定
さ
れ
︑﹁
30
年

の
事
業
用
自
動
車
に
係
る
交

通
事
故
死
者
数
を
２
５
０
人

以
下
へ
と
半
減
さ
せ
る
こ
と
﹂

を
目
標
に
掲
げ
た
が
︑
現
在

の
減
少
率
で
は
目
標
達
成
が

困
難
な
見
込
み
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス

事
故
な
ど
社
会
的
に
影
響
の

大
き
な
事
故
の
発
生
や
︑
自

動
車
の
先
進
安
全
技
術
の
急

速
な
進
展
な
ど
を
踏
ま
え

て
︑
新
た
な
対
策
理
念
と
対

策
指
標
︑
施
策
群
を
早
急
に

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
︒

　

計
画
期
間
は
︑政
府
の﹁
第

10
次
交
通
安
全
基
本
計
画
﹂

の
計
画
期
間
と
連
動
さ
せ
て

29
年
度
～
32
年
度
の
４
か
年

 

次
期
大
綱
提
言
骨
子
案
を

提
示

物
流
大
綱
有
識
者
検
討
会

　

国
土
交
通
省
は
４
月
20

日
︑
第
４
回
﹁
総
合
物
流
施

策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検

討
会
﹂
を
開
き
︑
提
言
の
骨

子
（
案
）
と
提
言
の
取
り
ま

と
め
方
向
（
案
）
を
提
示
し

た
︒

　

次
期
物
流
大
綱
策
定
の
意

義
に
つ
い
て
︑﹁
現
在
の
物
流

は
労
働
力
不
足
や
Ｅ
Ｃ
市
場

の
拡
大
な
ど
に
よ
り
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
︑
消
費
者
も
含

め
た
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
︑
必
要
な
機
能
を
確
保

・
発
揮
さ
せ
て
い
く
必
要
性

 

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け

新
た
な
提
言

運
輸
審
議
会
運
輸
安
全
確
保
部
会 

　

国
土
交
通
省
は
４
月
11

日
︑
運
輸
審
議
会
運
輸
安
全

確
保
部
会
を
開
き
︑
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
に
つ

い
て
︑
今
後
５
年
間
で
重
点

的
に
取
り
組
む
措
置
等
を
盛

り
込
ん
だ
新
た
な
提
言
を
取

り
ま
と
め
た
︒
国
交
省
で
は
︑

本
取
り
ま
と
め
で
示
さ
れ
た

方
策
を
総
合
的
に
推
進
し
︑

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
︒ 

　

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
は
︑
平
成
18
年
10
月
に

施
行
さ
れ
た
運
輸
事
業
者
の

　

中
小
企
業
庁
は
４
月
21

日
︑
平
成
29
年
度
版
﹁
中
小

企
業
白
書
﹂﹁
小
規
模
企
業

白
書
﹂
を
ま
と
め
た
︒

　

同
白
書
は
︑
中
小
企
業
︑

小
規
模
企
業
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
着
目
し
︑
起
業
・
創

業
︑
事
業
の
承
継
お
よ
び
新

事
業
展
開
に
よ
る
成
長
に
つ

い
て
分
析
︒
起
業
前
の
起
業

希
望
者
は
︑
様
々
な
課
題
を

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
着
目

29
年
度
版
「
中
小
企
業
白
書
」

自
律
的
な
安
全
管
理
へ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
制
度
で

あ
り
︑
保
安
監
査
と
と
も
に

両
輪
と
な
っ
て
輸
送
の
安
全

確
保
に
寄
与
し
て
き
た
︒
同

省
で
は
︑
制
度
創
設
か
ら
10

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
︑
同

部
会
を
28
年
12
月
か
ら
29
年

３
月
ま
で
４
回
開
催
し
て
︑

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
︑
今
後

の
方
向
性
や
取
り
組
み
を

﹁
運
輸
審
議
会
運
輸
安
全
確

保
部
会
﹃
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
の
今
後
の
あ
り

方
～
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
踏

ま
え
た
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に

向
け
て
～
﹄﹂
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
︒
自
動
車
輸
送
分

抱
え
て
お
り
︑
起
業
後
も
適

切
な
資
金
調
達
や
人
材
確
保

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
︒

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
︑

譲
渡
・
売
却
・
統
合
（
Ｍ
＆

Ａ
）な
ど
課
題
が
多
い
た
め
︑

専
門
家
と
連
携
し
な
が
ら
多

様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
支

援
体
制
の
構
築
が
必
要
だ
と

指
摘
︒
経
営
資
源
が
次
世
代

に
引
き
継
が
れ
る
循
環
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
し
て
い
る
︒
中
小
企
業
の

新
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
︑

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
等
の
新
技
術
や
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど

の
新
た
な
経
済
の
仕
組
み
が

成
長
の
機
会
に
繋
が
る
と

し
︑
小
規
模
企
業
の
売
上
拡

大
に
つ
い
て
は
︑
顧
客
ニ
ー

ズ
や
自
社
の
強
み
を
把
握
し

て
︑
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
な
が

ら
新
市
場
開
拓
や
新
商
品
開

発
に
取
り
組
む
こ
と
で
売
上

拡
大
に
繋
げ
て
い
る
事
業
者

も
い
る
と
し
て
い
る
︒

野
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
︑
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

適
用
範
囲
を
﹁
３
０
０
両
以

上
保
有
﹂
か
ら
﹁
２
０
０
両

以
上
保
有
﹂
に
拡
大
す
る
な

ど
の
提
案
を
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
取
り
ま
と
め
の
全

文
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
︒

経 産 省

 

物
流
分
野
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
促
進
事
業
を
実
施

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
現

在
︑
平
成
29
年
度
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
抑
制
対

策
事
業
費
等
補
助
金
（
物
流

分
野
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

対
策
促
進
事
業
）
の
公
募
を

行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
鉄
道
等
へ
の
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
は
じ
め
と

し
て
︑
物
流
シ
ス
テ
ム
全
体

を
低
炭
素
化
す
る
に
あ
た

り
︑
物
流
分
野
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出

抑
制
の
た
め
の
設
備
や
︑
技

術
等
を
導
入
す
る
事
業
を
行

う
た
め
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
︒
予
算

額
は
37
億
円
︒

　

公
募
実
施
期
間
は
５
月
17

日
㈬
17
時
ま
で
︒
同
事
業
の

詳
細
や
応
募
方
法
は
︑
Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

街で見かけた

　岡山県岡山市の㈱岡田商運はこのほど、岡山県・岡山市合同観光PRトラック2台
の運行を開始した。
　これは、岡山県内全域をエリアに開催されている「おかやまハレいろキャンペーン」
（キャンペーン期間＝平成29年4月1日～9月30日）に合わせて同社が製作したもの。
大型トラックの荷台両側面に、岡山のシンボルである岡山城や岡山後楽園のデザイン
がラッピングされているほか、背面には「くだもの王国おかやま」にふさわしく、当地名
産の桃やマスカットなどがみずみずしく描かれている。
　4月13日には、山陽自動車道の吉備サービスエリア（上り）でお披露目した。川面に
映える漆黒の城として知られる岡山城や、日本三名園のひとつとして名高い岡山後楽
園が描かれた大型トラックの登場に、多くの出席者が息をのんだ。
　同トラックは関東から九州までの広い範囲を走行する予定で、同社は「岡山のシン
ボルを描いたトラックが各地で走行することで、岡山のPRに貢献することができれ
ば」と話している。

岡山県・岡山市合同観光PRトラック65
（岡山県・岡山市 ㈱岡田商運）
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５
月
１
日
～

申
請
書
類
の
頒
布

４
月
17
日
～

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
頒
布

▽
紙
媒
体
に
よ
る
頒
布

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

窓
口
申
請
受
付

7
月
1
日
～
7
月
14
日

　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

制
度
︒
平
成
15
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
︑
28
年
度
ま
で
に

２
万
３
２
７
１
事
業
所
（
全

事
業
所
の
27
・
６
％
）を﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂（
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
）
と
し
て
認
定

し
て
い
る
︒（
表
１
）

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
︑
認
定
マ
ー
ク
や

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑
認
定
ワ

ッ
ペ
ン
等
を
﹁
安
全
性
優
良

事
業
所
﹂
の
証
と
し
て
︑
認

定
有
効
期
間
内
に
限
り
使
用

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑
荷

主
企
業
や
一
般
消
費
者
な
ど

　

表
２
に
示
し
た
よ
う
に
︑

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所
は
︑

未
取
得
事
業
所
に
比
べ
て
事

故
の
割
合
が
52
％
以
下
（
27

年
）
と
な
っ
て
お
り
︑
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
の
安
全
性
が
荷

主
企
業
な
ど
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
︒﹃
安
全
性
﹄
の

さ
れ
る
︒

①
国
土
交
通
省
＝
違
反
点
数

の
消
去
の
優
遇
︑
Ｉ
Ｔ
点
呼

の
導
入
︑
点
呼
の
優
遇
︑
補

助
条
件
の
緩
和
︑
安
全
性
優

良
事
業
所
表
彰

②
全
ト
協
＝
助
成
の
優
遇

③
損
害
保
険
会
社
＝
保
険
料

の
割
引

　

安
全
性
優
良
事
業
所
は
全

ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）に
て
事
業
所
名
︑住
所
︑

電
話
番
号
が
公
表
さ
れ
て
い

る
ほ
か
︑
27
年
か
ら
は
掲
載

を
希
望
し
た
認
定
事
業
所
の

Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
︑
お
よ
び

主
な
輸
送
品
目
が
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
制
度
の
評

価
対
象
は
︑
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
と
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
所

（
営
業
所
）︒申
請
資
格
は
︑

申
請
基
準
日
（
29
年
７
月
１

日
）
現
在
で
︑
①
事
業
開
始

視
点
か
ら
優
良
な
事
業
所
と

し
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
︑

Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
︑
安

全
へ
の
取
り
組
み
に
一
層
磨

き
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

な
お
︑﹁
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
﹂（
詳
細
８
面
）

の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
︑

引
越
の
実
運
送
を
行
う
全
て

の
事
業
所
が
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
し
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
は

取
得
に
準
ず
る
審
査
を
受
け

る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い

る
︒
引
越
事
業
者
優
良
認
定

を
申
請
予
定
の
Ｇ
マ
ー
ク
未

取
得
事
業
所
は
︑
早
期
に
Ｇ

マ
ー
ク
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
︑注
意
さ
れ
た
い
︒

（
運
輸
開
始
）
後
３
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
②
配
置
す

る
事
業
用
自
動
車
の
数
が
５

台
以
上
で
あ
る
こ
と
︱
︱
な

ど
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
︒

　

27
年
度
・
28
年
度
か
ら
の

主
な
変
更
事
項
は
表
３
の

通
り
で
あ
る
︒
特
に
28
年
度

か
ら
は
︑
申
請
時
の
提
出
書

類
と
し
て
︑
厚
生
年
金
保
険

料
の
納
付
状
況
が
確
認
で
き

る
書
類
が
追
加
さ
れ
て
い
る

の
で
︑注
意
が
必
要
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
厚
生
年
金
保
険
料

の
納
付
状
況
が
確
認
で
き
る

書
類
に
つ
い
て
は
︑
通
常
は

申
請
事
業
所
ご
と
に
添
付
が

必
要
で
あ
る
が
︑
１
事
業
者

に
お
い
て
申
請
事
業
所
が
複

数
あ
る
場
合
︑﹁
事
前
提
出

制
度
﹂
に
よ
り
︑
事
業
者
と

し
て
事
前
に
書
類
を
提
出
す

　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流

れ
は
図
の
通
り
で
あ
る
︒

　

申
請
書
類
は
︑
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
で
掲
載
す
る
と
と
も
に
︑

５
月
１
日
よ
り
（
土
・
日
曜

・
祝
日
を
除
く
）︑
当
該
事

る
こ
と
で
︑
申
請
事
業
所
の

個
々
の
申
請
書
類
へ
の
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
事
前
提
出
期
間
＝
６
月
１

日
～
６
月
27
日
）︒
事
前
提

出
方
法
の
詳
細
等
は
︑
全
ト

協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

業
所
が
所
在
す
る
都
道
府
県

の
地
方
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
（
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
で
入

手
で
き
る
︒

　

ま
た
︑
４
月
17
日
～
７
月

14
日
の
期
間
︑
申
請
書
・
自

認
書
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
作
成
で

き
る
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成

シ
ス
テ
ム
﹂
が
運
用
さ
れ
て

い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
５
面
別
掲
の

通
り
）︒
な
お
︑
同
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
作
成
し
た
申
請

書
に
よ
る
申
請
は
無
料
と
な

る
が
︑
複
写
式
申
請
書
に
よ

る
申
請
に
は
申
請
料
（
１
０

０
０
円
・
税
込
）
が
必
要
と

な
る
︒

　

申
請
に
際
し
て
は
︑
５
面

別
掲
の
通
り
︑
必
要
書
類
を

そ
ろ
え
た
上
で
︑
事
業
所
が

所
在
す
る
都
道
府
県
の
地
方

貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
（
都
道
府
県
ト

協
）
の
受
付
窓
口
に
︑
７
月

１
日
～
７
月
14
日
（
土
・
日

曜
を
除
く
）
の
間
に
申
請
書

類
を
提
出
す
る
︒
な
お
︑
郵

送
に
よ
る
申
請
は
一
切
認
め

ら
れ
な
い
︒

　

ま
た
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
申
請

書
を
作
成
し
た
場
合
で
も
︑

従
来
通
り
地
方
実
施
機
関

（
都
道
府
県
ト
協
）
の
受
付

窓
口
に
申
請
書
類
等
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
︑
注

意
さ
れ
た
い
︒

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
②
事
故

や
違
反
の
状
況
③
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
極
性
︱
︱

の
３
項
目
に
つ
い
て
︑
安
全

性
評
価
委
員
会
か
ら
評
価
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
︒
３
項

目
の
合
計
点
数
が
80
点
以
上

で
︑
各
評
価
項
目
に
お
い
て

設
け
ら
れ
て
い
る
基
準
点
数

を
ク
リ
ア
し
︑
そ
の
他
の
認

定
要
件
も
満
た
さ
れ
て
い
る

場
合
︑﹁
安
全
性
優
良
事
業

所
﹂
と
し
て
認
定
さ
れ
る
︒

評
価
結
果
は
︑
各
申
請
事
業

所
に
対
し
て
12
月
中
旬
（
予

定
）
に
郵
送
に
て
通
知
さ
れ

る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ
い

て
は
表
４
の
通
り
で
あ
る
︒

今
年
度
の
更
新
対
象
事
業
所

に
対
し
て
は
更
新
案
内
通
知

を
郵
送
し
て
い
る
の
で
︑
更

新
を
希
望
す
る
事
業
所
は
︑

通
知
内
容
を
確
認
の
上
︑
忘

れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
申
請
手
続
き
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
申

請
案
内
を
参
照
の
こ
と
︒

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
︑
こ
の
ほ
ど
平
成
29
年
度

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）﹂
実
施
概

要
を
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
の
開
始
か
ら
15
年
目
を
迎

え
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
は
29
年
３
月
現
在
で
２

万
３
２
７
１
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
数
の
拡
大

に
伴
い
︑
荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者

に
対
し
て
高
い
安
全
性
を
示
す
Ｇ
マ

ー
ク
の
さ
ら
な
る
周
知
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
て
い
る
︒

24 25 26 27 282322212019181716平成15

24 25 26 27 282322212019181716平成15

認定事業所の車両台数の推移

認定事業所数の推移
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518,014
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7.9
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認定数

認定率

車両台数

全車両に対する割合

11.3
12.9

15.2

18.1
20.4

21.6
23.0

25.1
26.5

27.6

5.6

4.3

14.1
17.4

20.3
22.9

26.7

31.3
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36.0
38.1

40.0
41.7

43.7

9.7

 表１   認定事業所数および認定事業所の車両台数の推移

「安全性優良事業所」認定のシンボルマークは、
高評価を得た事業所にのみ与えられる『安全性』
の証です。
『G』の由来はGood「良い」、Glory「繁栄」の
頭文字「G」を取ったものです。

次の3項目を点数化し評価

認定要件

1）上記①～③の評価点数の合計が80点以上
2）上記①～③の各評価項目において上記の基準点数以上
3）法に基づく認可申請、届出、報告事項が適正になされていること
4）社会保険等への加入が適正になされていること

安全性に対する
法令の遵守状況

・地方実施機関の巡回指導結果
・運輸安全マネジメント取組状況

事故や違反の状況 ・重大事故・行政処分の状況

安全性に対する
取組の積極性

①

②

③ ・安全対策会議の実施、運転者の
教育などの取組の自己申告事項

（事業所単位）申請希望事業者

（都道府県トラック協会）
地方実施機関

全国実施機関 
（全日本トラック協会）

評価項目

（配点40点）
（基準点数32点）

（基準点数21点）

（基準点数12点）

（配点40点）

（配点20点）

認定・公表

申請資格
要　　件

申請書、添付資料送付

事業開始後（運輸開始後）3年を経過していること、
配置する事業用自動車の数が５台以上であること等

 安全性評価委員会

安全性優良事業所

申　　請

 図    申請から認定までの流れ

 表４   安全性優良事業所の有効期間

新規・更新の種別 今回の認定による有効期間

新規認定事業所 平成 30 年１月１日〜平成 31 年 12 月 31 日（２年間）
初回更新事業所 　　30 年１月１日〜　 　32 年 12 月 31 日（３年間）

２回目更新事業所
　　30 年１月１日〜　 　33 年 12 月 31 日（４年間）

３回目更新事業所

　＜平成 28 年熊本地震の被災事業者に係る特例措置への対応＞
　平成 28 年度の特例措置により有効期間を１年間伸長した事業所については、認定され
た場合の有効期間を通常よりも１年間短縮する。

 表２   平成27年中（1〜12月）における
車両１万台当たりの事故発生件数の比較

認
定
事
業
所
数
が
年
々
増
加

Ｇ
マ
ー
ク
の
認
知
が
広
が
る

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
安
全
性
優
良
事
業

所
に
対
し
て
は
︑
次
の
よ
う

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与

厚
生
年
金
保
険
料
納
付
状
況
に
係
る

書
類
の
添
付
が
申
請
時
に
必
要

申
請
書
作
成
は
申
請
料
無
料
の

「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」
で

事
故
率
は
未
取
得
事
業
所
の
52
％
以
下

安
全
性
が
高
く
評
価
さ
れ
る

事業所の高い安全性を証明する「G マーク」
平成29年度貨物自動車運送事業安全性評価事業の制度紹介

 表３   最近の主な変更事項

■平成 27 年度から
１．全国実施機関より認定証等に同封していた認定ステッカー（5 枚）、認定ワッ

ペン（5 枚）、認定証ケース（新規のみ）の無償交付を終了
２．評価項目「Ⅰ・安全性に対する法令の遵守状況」に係る地方実施機関の巡回

指導の対象開始日を前年 7 月 1 日からに変更

■平成 28 年度から
１．申請時の提出書類として、厚生年金保険料

の納付状況が確認できる書類を追加
２．G マークステッカーの意匠変更
※従前のステッカーは、現在の有効期限内であ

れば引き続き有効。

Gマーク営業所の事故割合は、未取得営業所と比較して 52％以下

※1 乗務員に起因する事故とは、事故原因が「運転操作不良」と「健康状態」に該当する事故をいう。
※2 重傷事故とは 30日以上医師の治療を要する傷害等が発生した事故をいう（自動車損害賠償保障法施行令第５条第２号又は第３号）
資料：自動車事故報告規則に基づく平成 27年（１月～12月）の事故報告書のデータを引用。出典：国土交通省自動車局貨物課
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申請書作成システムは申請書が無料で作成できます。

申請書印刷
登録が完了すると
安全性評価申請書を自動作成
（PDFファイルにて作成）

全ト協ホームページに
アクセス

①ログイン登録手続き（※）

インターネット

②申請書情報入力

申請書（本通・控え計４部）、
自認書（申請方式による）を印刷

※Web 申請書作成システムのメインメニューに「入力マニュアル」（PDF ファイル）を用意していますのでご利用ください。

Ｇマーク
Web申請書
作成ページ

システム稼働期間は平成29年4月17日（月）～平成29年7月14日（金）まで
※誤って申請書実費を振り込んだ場合は、返金できませんのでご注意ください。

無料で申請書が
作成できます。

全ト協
データベース
サーバー

Ｗeb申請書作成システム　https://gmark.jta.or.jp/gmark/

第1号様式
（新規用）

第6号様式
（更新用）

複写式申請書による申請には申請書の実費（1,000円（税込））を収受します。

地方実施機関窓口で
申請書を取得

必要事項を手書きで記入

郵便局で実費の支払い

申請書実費の振込期間は平成29年5月1日（月）～平成29年7月14日（金）まで

5 5 0 2 9 6
5 5 0 2 9 6

申請書実費　１,０００円

000 0000
●●県●●市●●町０丁目 0-0
●●運輸株式会社
●●●営業所
役職　●● ●●

000  000  0000

1 0 0 0
公益社団法人
全日本トラック協会

公益社団法人
全日本トラック協会

1 0 0 0
●●運輸株式会社
●●●営業所
 役職 ●● ●●

00190 ０00190 ０

※振り込まれた申請書実費は返金できませんのでご注意ください。

払込取扱票への記入事項

①口座記号：00190－0
口座番号：550296
金　　額：1,000円
加入者名：公益社団法人 全日本トラック協会

②通　信　欄：申請書実費 1,000円

③ご依頼人：申請書に記載した「郵便番号」
　　　　　「住所」「会社名　営業所名」
　　　　　「役職　氏名」「電話番号」
　　　　　を記入してください。

① ①

②

③

※払込手数料はご負担願います。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。 ①申請者 控

（第６号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書（更新）

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

7月1日現在の認定番号

評価の希望の有無
（いずれかを○で囲んで下さい）

選択方式
（A～E）

安全性に対する
取組の積極性
希望する
・

しない

法令の遵守状況

希望する
・

しない前回の申請方式（いずれかを○印）

新規 ・ 更新（　　）方式

初・
更新申請用

（  ）

①申請者 控

（第１号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

新規申請用

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。

その他
資料

第1号様式または第6号様式
（本通・控え計4部）

振替払込請求書
兼受領証のコピー
（第６号様式）

（第６号様式）

（第６号様式）

（第１号様式）

（第１号様式）

（第１号様式）

①申請者 控

（第１号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

新規申請用

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。

※本申請書を用いて申請する場合、申請書実費１，０００円（消費税込）が必要となります。
　詳細は「申請案内」P.5をご確認下さい。 ①申請者 控

（第６号様式）
受 付 印受付No.

印
捨

※有の場合には自動車事故報告書の写し及び当該事故に関する関連資料を本紙に添付すること。

安全性評価申請書（更新）

申　請　年　月　日　　   平成　　年　　月　　日

会 　 社 　 名
事業所（営業所）名

代表者名及び役職　　　　　　　　　　　　　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関　殿

［貨物自動車運送事業者（本社）］

【申請資格要件】

事業者（本社）名

フリガナ

フリガナ

フリガナ
事業者（本社）
の 所 在 地

事業者（本社）
代 表 者 名

本申請に係る本社
担当部署名及び電話

貨物自動車運送
事 業 の 種 類

 一般・特積・霊柩・特定
その他（　　　　　　　　  ）

印

①　事業開始後３年経過について 事 業 開 始 年 月 日 明・大・昭・平　　年　　月　　日
②　配置車両数５両以上について 配置事業用自動車数 　　　　　両（うち被けん引車　　  両）
③　申請欠格期間の経過について 過去の認定取消等の有無 無  ・ 有（平成　 年　 月　 日）

有 ・ 無 （平成　 年　 月　 日提出）

【自動車事故報告書の提出】

［申請事業所（営業所）］

会　　社　　名
事業所（営業所）名

（会社名）

（役職） （氏名）

（役職） （氏名）

（営業所名）

事業所（営業所）の
代表者名及び役職

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

事業所（営業所）
所　　在　　地

連絡先担当者の
氏名及び役職

（　　　）
（　　　）

（　　　 ）

人
人全従業員数

選任運転者数

事業者番号
（数字1 2桁）

平成２３年１２月１日以降に発生した事故に係る自動車事故報告書
の運輸支局等への提出について

電　話
ＦＡＸ

〒

　当事業所（営業所）は、貴機関が行う平成２６年度貨物自動車運送事業安全性評価事業による安全性
評価を希望し、ここに必要書類等を添えて申請します。
　なお、申請に当たり、当事業所（営業所）は、下記のとおり、必要な資格要件を満たしていること
を申告します。
　また、当事業所（営業所）は、貴機関が安全性評価事業を行うに際して、当事業所（営業所）の行政
処分の累積点数並びに当事業所（営業所）の自動車事故報告規則第２条各号に規定する事故に関し、
国土交通省から必要な情報の提供を受けることについて同意します。

　当事業所（営業所）の平成２６年７月１日現在における申請資格に関する状況は次のとおりです。

7月1日現在の認定番号

評価の希望の有無
（いずれかを○で囲んで下さい）

選択方式
（A～E）

安全性に対する
取組の積極性
希望する
・

しない

法令の遵守状況

希望する
・
しない前回の申請方式（いずれかを○印）

新規 ・ 更新（　　）方式

初・
更新申請用

（  ）

「Web申請書作成システム」で作成した申請書による申請【無料】 複写式申請書による申請【申請書実費 1,000 円（税込）】

※注意事項
　申請書実費を支払った際の振替
払込請求書兼受領証のコピーがな
いと受付できません。
　申請受付期間中に、受付されな
かった申請は、無効となります。

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

※注意事項
　web での申請書作成後、必ず所
属する実施機関において受付手続
きが必要となります。
　申請受付期間中に、受付されな
かった申請は、無効となります。

申請受付、受付印押印

地方適正化実施機関

受付完了受付完了

※更新対象事業所
は、事前に「更
新のご案内」の
ハガキにて、ロ
グイン用の IDと
パスワードを案
内しています。

郵便局に備え付けの払込取扱票で申請
書実費（1,000円税込）を振込み、
振替払込請求書兼受領証を受け取る。

郵便局で発行された
振替払込請求書兼受領証
（※ATMを利用した場合
は「ご利用明細票」）をＡ
4用紙でコピーし、複写式
申請書に添付する。

平成29年度貨物自動車運送事業安全性評価事業「申請書作成および申請方法」（4面に関連）
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﹁
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た
︒こ
れ
に
よ
り
︑

社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
﹁
み
ん
な

で
会
社
を
作
っ
て
い
く
﹂
と

い
う
気
持
ち
に
変
化
し
て
き

た
︒
例
え
ば
︑
社
員
に
自
覚

や
責
任
感
が
生
ま
れ
て
き
た

こ
と
で
︑
事
故
に
繋
が
る
よ

う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が

減
っ
て
き
た
と
い
う
︒

　

運
送
会
社
に
と
っ
て
︑
事

故
の
発
生
は
経
営
面
で
大
き

な
﹁
無
駄
﹂
と
な
る
︒
社
員

全
員
が
自
発
的
に
安
全
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
︑
経
営
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
﹁
無
駄
﹂
を
省
く

こ
と
が
で
き
る
︒
対
人
・
対

物
保
険
を
使
用
す
る
よ
う
な

大
き
な
事
故
が
な
く
な
る

と
︑
保
険
料
の
料
率
が
下
が

り
︑
会
社
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
︒
負
担
軽
減
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
利
益
を
︑
ボ
ー
ナ

ス
や
給
与
手
取
り
額
の
ア
ッ

プ
と
い
う
形
で
社
員
に
還
元

さ
せ
る
こ
と
で
︑
社
員
の
生

活
の
質
が
上
が
る
︒
社
員
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
環
境
に
な
る
こ
と
で
︑

若
い
人
た
ち
が
多
く
入
社
す

る
よ
う
に
な
る
︒
保
険
料
率

の
ケ
ー
ス
は
ひ
と
つ
の
例
で

は
あ
る
が
︑
同
社
で
は
︑
経

営
体
制
を
見
直
し
た
こ
と
で

好
循
環
が
生
み
出
さ
れ
︑
持

続
可
能
な
経
営
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
25
年
か
ら
は
︑
乗

務
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
強
化
を
図
る
た
め
に
︑﹁
賞

罰
委
員
会
﹂
を
お
お
よ
そ
月

１
回
開
催
し
て
い
る
（
写
真

㊤
）︒
こ
れ
は
︑
乗
務
員
（
代

表
・
副
代
表
の
２
人
）
と
事

務
職
（
３
人
）
で
構
成
さ
れ

て
お
り
︑
提
案
さ
れ
た
業
務

改
善
に
資
す
る
意
見
や
要
望

を
議
論
し
︑
実
現
を
図
ろ
う

と
す
る
た
め
の
も
の
︒
乗
務

員
の
代
表
と
副
代
表
は
︑
２

年
に
１
度
行
わ
れ
る
乗
務
員

❖ 

自
社
内
で
の

整
備
体
制
を
充
実

事
故
に
繋
が
る
故
障
を

未
然
に
防
ぐ

　

続
い
て
は
︑
同
社
に
お
け

る
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
見
て
い
く
︒
主
な
取
り

組
み
と
し
て
は
表
の
通
り
で

あ
る
が
︑
中
で
も
注
目
さ
れ

る
の
は
自
社
整
備
体
制
の
充

実
ぶ
り
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
社
内
に
整
備

の
選
挙
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
い
る
︒

　

賞
罰
委
員
会
で
は
︑
輸
送

の
安
全
性
向
上
に
関
わ
る
提

案
も
多
数
上
げ
ら
れ
︑
委
員

会
で
の
議
論
を
通
じ
て
﹁
ど

う
す
れ
ば
よ
り
高
い
安
全
性

が
確
保
で
き
る
か
﹂を
追
求
︒

必
要
に
応
じ
て
他
の
社
員
か

ら
の
意
見
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
な
ど
︑
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
だ
け
で
な
く
全
て
の
社
員

一
人
ひ
と
り
に
考
え
さ
せ
る

機
会
に
も
な
っ
て
い
る
︒
委

員
会
で
決
定
し
た
内
容
は
尾

上
社
長
の
も
と
に
報
告
さ

れ
︑
承
認
さ
れ
た
の
ち
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
委
員
会
で
は
︑
乗
務
員

な
ど
か
ら
か
な
り
突
っ
込
ん

だ
提
案
も
出
て
き
て
い
ま
す
︒

乗
務
員
の
意
見
を
吸
い
上

げ
︑
実
行
さ
せ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
体
制
が
で
き
た
こ

と
で
︑
当
社
に
お
け
る
安
全

へ
の
取
り
組
み
に
も
よ
り
積

極
性
が
増
し
て
き
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
﹂（
尾
上
社
長
）

工
場
を
設
け
て
お
り
︑
整
備

資
格
者
を
２
人
常
駐
さ
せ
て

い
る
︒
車
両
管
理
で
は
︑
同

社
独
自
の
点
検
基
準
を
設
け

て
お
り
︑
整
備
不
良
に
よ
る

故
障
や
事
故
の
予
防
に
役
立

っ
て
い
る
︒
同
社
で
は
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
に
こ
だ
わ
っ
て
お

り
︑良
質
な
オ
イ
ル
を
使
い
︑

頻
繁
に
オ
イ
ル
交
換
を
行
っ

て
い
る
︒
ピ
ッ
ト
内
で
は
︑

整
備
資
格
者
が
エ
ン
ジ
ン
か

ら
抜
い
た
オ
イ
ル
を
手
で
触

れ
る
︒
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
に

鉄
粉
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う

だ
と
︑
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
ど

こ
か
が
削
れ
て
い
て
︑
い
ず

れ
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合
が
出

て
く
る
と
予
測
︒
不
具
合
が

出
る
前
に
エ
ン
ジ
ン
の
載
せ

替
え
な
ど
と
い
っ
た
措
置
を

行
い
︑
運
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク

の
故
障
や
そ
れ
に
伴
う
事
故

の
発
生
を
防
い
で
い
る
︒
ま

た
︑
冷
凍
・
冷
蔵
機
メ
ー
カ

ー
や
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
も
同

社
本
社
の
近
く
に
あ
る
た

め
︑
冷
凍
・
冷
蔵
機
や
タ
イ

ヤ
な
ど
に
不
具
合
が
発
見
さ

れ
た
際
に
は
即
座
に
対
応
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
乗
務
員
に
対
し
て

は
︑
年
２
回
の
健
康
診
断
の

ほ
か
︑﹁
疲
労
蓄
積
チ
ェ
ッ
ク
﹂

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
︒
先

に
も
述
べ
た
通
り
︑
同
社
で

は
長
距
離
輸
送
が
主
体
と
な

っ
て
い
る
︒
疲
労
蓄
積
に
よ

る
過
労
運
転
や
︑
そ
れ
に
よ

る
健
康
起
因
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
︑
同
チ
ェッ
ク
を
通
じ
て

仕
事
に
よ
る
負
担
度
を
確

認
︒
結
果
に
問
題
が
認
め
ら

れ
た
際
に
は
通
院
さ
せ
る
な

ど
の
措
置
を
取
り
︑
疲
労
蓄

積
が
引
き
金
と
な
る
よ
う
な

事
故
の
防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
外
部
講
師
を
招

い
て
の
研
修
や
︑
自
社
内
で

の
安
全
教
育
も
実
施
︒
国
土

交
通
省
告
示
の
﹁
法
定
11
項

目
研
修
﹂（
29
年
３
月
12
日

か
ら
は
12
項
目
）
で
は
︑
受

講
時
に
パ
ソ
コ
ン
に
乗
務
員

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｉ
Ｄ
を
入
力
し

な
い
と
受
講
で
き
な
い
よ
う

な
仕
組
み
に
し
た
︒
こ
れ
に

よ
り
︑
乗
務
員
が
い
つ
受
講

し
た
の
か
が
デ
ー
タ
と
し
て

記
録
さ
れ
る
た
め
︑
受
講
漏

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

❖ 

安
全
性
を
向
上
さ
せ

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で

経
営
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く

　

最
後
に
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
尾

上
社
長
に
聞
い
た
︒
す
る
と
︑

﹁
会
社
を
良
く
し
て
い
く
た

め
の
﹃
教
科
書
﹄
と
し
て
︑

　

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
に
際
し
て

は
︑﹁
安
全
性
に
対
す
る
法

令
の
遵
守
状
況
﹂﹁
事
故
や

違
反
の
状
況
﹂﹁
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
極
性
﹂
が

評
価
さ
れ
︑
認
定
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
Ｇ

マ
ー
ク
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
︒
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

を
通
じ
て
︑
安
全
性
の
高
い

運
送
会
社
と
し
て
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
︑

自
社
の
取
り
組
み
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
社
内
の
改

善
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
は
一

度
取
得
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ

で
済
む
も
の
で
は
な
い
︒
更

新
申
請
を
行
い
︑
そ
の
都
度

評
価
を
受
け
︑
結
果
と
し
て

認
定
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
︑
認
定
は
受

け
ら
れ
な
い
︒﹁
更
新
﹂
が

あ
る
こ
と
で
︑
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
自
社
の
取
り
組
み

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な

る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
の
評
価

内
容
に
は
︑
運
送
会
社
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
内

容
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
れ
を
会
社
全
体
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
︑

会
社
は
ど
ん
ど
ん
良
く
な
り

ま
す
︒
Ｇ
マ
ー
ク
と
い
う
基

準
が
な
け
れ
ば
︑
ど
う
し
て

も
自
社
の
取
り
組
み
が
手
探

り
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
︑

そ
の
取
り
組
み
が
適
正
な
も

の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
突
き
進
ん
で
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

自
社
に
お
け
る
取
り
組
み
内

容
が
正
し
い
も
の
な
の
か
を

適
切
に
確
認
す
る
こ
と
の
で

き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
︑
Ｇ
マ

ー
ク
は
と
て
も
有
効
だ
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
尾
上
社
長
）

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
こ

れ
ま
で
も
他
の
事
業
者
か

ら
︑
自
社
に
お
け
る
安
全
へ

の
取
り
組
み
を
聞
か
れ
る
こ

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
は

非
常
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま

す
﹂
と
答
え
た
︒

と
が
多
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑

尾
上
社
長
は
最
近
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
と
い
う
︒
以
前

ま
で
は
︑
相
談
し
て
く
る
他

の
事
業
者
に
お
け
る
安
全
へ

の
取
り
組
み
の
現
状
を
大
ま

か
に
分
類
す
る
と
︑
①
﹁
自

社
で
も
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
﹂
＝
全
体
の
約
３
分

の
１
︑
②
﹁
取
り
組
み
を
推

進
し
た
い
が
︑
や
り
方
が
分

か
ら
な
い
﹂
＝
同
︑
③
﹁
ハ

ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
て
︑
自
社

で
は
取
り
組
み
を
行
う
の
が

難
し
い
﹂
＝
同
︱
︱
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
︒し
か
し
︑

昨
年
暮
れ
か
ら
は
︑
②
の
事

業
者
が
少
な
く
な
っ
た
一
方

で
︑
③
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
と
い
う
︒

　
﹁
経
営
環
境
の
悪
化
に
伴

い
︑
安
全
性
向
上
に
係
る
経

費
の
負
担
に
対
応
で
き
な
く

な
り
︑
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
縮
小
し
て
し
ま
う
事
業
者

が
み
ら
れ
ま
す
︒
し
か
し
︑

﹃
安
全
﹄
を
軽
視
し
︑
会
社

の
規
模
に
見
合
っ
た
安
全
へ

の
投
資
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

い
る
よ
う
で
は
︑
ひ
と
つ
の

事
故
に
よ
っ
て
最
終
的
に
会

社
の
屋
台
骨
が
揺
る
が
さ
れ

る
よ
う
な
事
態
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
︒
地
方
の
運
送
会

社
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
︑
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
現
状

維
持
で
は
決
し
て
会
社
は
良

く
な
り
ま
せ
ん
︒
現
在
︑
全

事
業
所
の
う
ち
27
・
６
％
が

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
自
社
が

﹃
安
全
性
﹄
の
視
点
か
ら
優

良
な
事
業
所
で
あ
る
こ
と
を

示
す
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
︑
荷
主
等

へ
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
︒
Ｇ
マ
ー

ク
を
取
得
し
て
自
社
の
安
全

へ
の
取
り
組
み
を
活
性
化
さ

せ
る
と
と
も
に
︑
経
営
体
制

を
見
直
し
て
社
内
も
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
︑
好
循

環
を
生
み
出
し
︑
経
営
の
持

続
性
を
高
め
て
い
く
︒
多
く

の
事
業
所
で
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
す
る
こ
と
が
︑
運
送
業
界

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
﹂（
尾
上
社
長
）

　

４
月
17
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
が
始
ま
り
︑
平
成
29
年
度
の
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
﹂
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
を
受
け
て
い
る
事
業
所
を
訪
問
し

て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
取
材
し
た
︒

　

今
回
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
と
と

も
に
経
営
体
制
を
刷
新
︑
社
内
の
活
性

化
を
図
り
な
が
ら
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

の
安
全
対
策
に
取
り
組
む
︑
有
限
会
社

尾
上
運
送
（
尾
上
辰
也
代
表
取
締
役
）

を
紹
介
す
る
︒

Ｇマーク認定事業所紹介
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させ、当社独自の点検基準を設ける。整備不良による故障や事故を防ぐ。
４．アルコールチェックには通信タイプを導入（本人画像と測定結果のデータを送信）。
５．年２回の健診のほか、疲労蓄積チェックを毎月実施し、乗務員の健康状態を把握。
６．デジタコ等機器を活用し、休憩・休息時間等の労務管理の指導を実施。

㈲尾上運送 
［代表取締役　尾上 辰也］

本　　社　長崎県大村市今津町728-1
設　　立　昭和54年４月
資  本  金　1,000万円
従業員数　58人（うちドライバー39人）
車  両  数　42台

会社概要

取
得
事
業
所
増
加
が
運
送
業
界
全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
る

Ｇ
マ
ー
ク
は
会
社
を
良
く
す
る
た
め
の
「
教
科
書
」

有
限
会
社
尾
上
運
送
（
長
崎
県
大
村
市
）

業務改善に資する意見などを議論する場として設けられた賞罰委員会

外部講師を招いての研修も多く開催している

自
社
整
備
工
場
を
設

置
し
、整
備
不
良
に
よ

る
故
障
・
事
故
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
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将来の業界を担う人材を育てるために 

図５　高校生の理想の家庭像・結婚観

共働き家庭

専業者家庭

その他

■結婚後の「理想の家庭像」（全体 /単一回答）

出典：リクルート進学総研『高校生価値意識調査 2015』
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妻は専業主婦となる
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昨
今
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
で
は
︑
業
界
を
背
負
っ
て

い
く
人
材
と
し
て
︑
高
校
新

卒
者
の
採
用
に
力
を
入
れ
て

い
る
︒
前
提
と
し
て
私
的
な

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
︑
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

ら
の
採
用
は
か
な
り
厳
し
い

と
考
え
る
︒

　

少
子
高
齢
化
の
中
︑
そ
も

そ
も
高
校
生
が
減
っ
て
い
る

上
に
︑
大
学
進
学
率
も
大
幅

に
上
が
っ
て
い
る
︒﹃
平
成
28

年
３
月
高
等
学
校
卒
業
者
の

就
職
状
況
﹄（
文
部
科
学
省
）

を
み
て
も
︑
高
校
普
通
科
の

卒
業
生
の
就
職
希
望
率
は
10

％
未
満
と
い
う
状
況
だ
（
図

１
）︒

　

加
え
て
様
々
な
業
種
が
採

用
活
動
を
展
開
し
て
い
る
た

め
︑
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
レ
ッ

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
将
来
的
に
活
気

あ
る
︑
魅
力
の
高
い
業
界
に
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
若
く
て
有
望
な
高
等
学
校
新
卒

者
を
雇
い
入
れ
︑
社
内
教
育
等
を
効
果
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
を
背
負

っ
て
い
く
人
材
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
︒今
年
３
月
12
日
か
ら
は﹁
準

中
型
免
許
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
︑
18
歳
で
基

礎
的
免
許
と
し
て
同
免
許
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
若
年
者

が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
従
事
し
や
す

い
環
境
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
︑
将
来
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
背
負
っ
て
立
つ
高
校
新
卒

者
に
つ
い
て
︑
採
用
・
社
内
教
育
の
あ
り

方
な
ど
を
探
っ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
せ
っ
か
く
高
校
新
卒
生
が
入

社
し
て
も
︑
早
期
退
職
に
至
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
な
い
現
状
の
中
で
︑﹁
若

年
層
に
お
け
る
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
の

方
策
﹂
に
つ
い
て
︑
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ

ブ
ズ　

ジ
ョ
ブ
ズ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
の
宇
佐
川
邦
子
氏
に
寄
稿
し

て
い
た
だ
い
た
︒

ド
オ
ー
シ
ャ
ン
と
い
え
よ
う
︒

　

一
方
で
︑
新
規
高
校
卒
業

者
の
３
年
以
内
の
離
職
率

は
︑
平
成
25
年
卒
業
者
で
40

・
９
％
と
い
う
現
実
も
存
在

す
る
（
厚
生
労
働
省
﹃
新
規

学
卒
者
の
離
職
状
況
﹄）︒

　

こ
の
よ
う
な
前
提
の
中
︑

激
化
す
る
採
用
市
場
に
勝
つ

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？　

入
社
後
に
定
着
・

活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

何
を
整
え
れ
ば
い
い
か
？　

デ
ー
タ
や
事
実
を
基
に
整
理

し
て
み
る
︒

　

ま
ず
は
︑﹃
高
校
生
の
進

路
選
択
に
関
す
る
調
査
﹄
を

み
て
ほ
し
い
（
図
２
）︒
希
望

進
路
の
中
で
︑﹁
就
職
を
考

え
て
い
た
﹂と
い
う
割
合
が
︑

入
学
時
は
４
・
４
％
で
あ
る

の
に
対
し
︑
最
終
的
な
進
路

決
定
時
も
５
・
０
％
と
︑
あ

ま
り
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
︑

就
職
を
希
望
し
て
い
る
生
徒

は
︑
入
学
と
同
時
に
進
路
を

決
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒

３
年
次
で
の
会
社
案
内
だ
け

の
か
か
わ
り
方
で
は
な
く
︑

１
年
︑
２
年
で
職
業
を
考
え

る
た
め
に
学
校
が
行
う
﹃
キ

ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹄

に
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
協
力
す

る
な
ど
︑
学
校
を
中
心
と
し

た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
有

効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

ま
た
︑
高
校
生
の
意
識
と

仕
事
内
容
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

若
年
層
か
ら
選
ば
れ
る
業

界
・
企
業
に
な
る
た
め
に

は
︑
若
年
層
の
﹁
志
向
性
﹂

を
理
解
し
た
上
で
戦
略
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
︒
以
下
︑

３
つ
の
観
点
で
︑
若
年
層
の

現
状
を
分
析
し
て
み
る
︒

⑴ 

高
校
生
の
﹁
関
心
事
﹂
と

は
？

　

ま
ず
︑﹃
高
校
生
が
関
心

⑵ 

高
校
生
の
﹁
理
想
の
家
庭

像
・
結
婚
観
﹂
と
は
？

　

ま
た
︑
若
年
層
の
求
め
る

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
把
握
す

る
た
め
に
︑﹃
高
校
生
の
理

想
の
家
庭
像
・
結
婚
観
﹄
を

み
て
み
よ
う
（
図
５
）︒
夫
婦

と
も
に
﹁
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

の
共
働
き
﹂が
29
・
９
％
︑﹁
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
﹂
と
﹁
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
共
働
き
﹂

が
37
・
７
％
と
︑
共
働
き
を

前
提
に
考
え
る
層
が
大
半
と

な
り
︑﹁
専
業
主
婦
﹂
は
23

・
９
％
と
少
な
い
︒﹁
仕
事

よ
り
家
族
・
家
庭
を
大
切
に

す
る
（
＝
72
・
７
％
）﹂﹁
共

働
き
前
提（
＝
71
・
９
％
）﹂

が
と
も
に
７
割
を
超
え
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
︑﹃
家

庭
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
両
立
す
る
こ
と
が

で
き
る
労
働
条
件
・
環
境
﹄

が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
︒

を
防
ぐ
た
め
に
︑﹁
事
前
理

解
﹂
も
重
要
だ
︒
入
社
前
の

職
場
見
学
︑
仕
事
同
行
な
ど

を
取
り
入
れ
︑
仕
事
を
リ
ア

ル
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
︑

入
社
後
の
定
着
・
活
躍
に
も

繋
が
る
だ
ろ
う
︒

の
あ
る
日
本
の
政
治
課
題
﹄

を
み
て
み
る
と
（
図
３
）︑
全

体
の
35
・
８
％
が
﹁
年
金
制

度
﹂
を
気
に
し
て
お
り
︑
女

性
の
43
・
７
％
は
﹁
子
供
・

図２　希望進路の移り変わり 平成28（2016）年（全体/各単一回答）

0 20 40 60 80 100
（％）

高校入学時

高校１年９月頃

高校２年４月頃

高校２年９月頃

高校３年４月頃

高校３年９月頃

高校３年１２月頃

高校３年２月頃

最終的な進路

大学

（n=4,424）

出典：リクルート進学総研『高校生の進路選択に関する調査 ２０１６』

短期大学
専門学校

浪人を考えていた
就職を考えていた
進路を決めていなかった

覚えていない
無回答
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図４　「仕事」・「家庭・家族」・「プライベート」の優先順位

仕事
プライベート
家庭・家族

独身の時 結婚して子供が
生まれる前まで

子供が生まれて
から

全体 ■「独身の時」「結婚して子供が生まれる前まで」と「子供が生まれてから」
　１番大切にしたいこと（全体 /単一回答）

50.6
37.3
12.1

34.2 
13.4 
52.4 

17.3 
10.0 
72.7 

出典：リクルート進学総研『高校生価値意識調査 2015』
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家庭・家族

子
育
て
支
援
﹂
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
︒
自
分
の
将
来
に

か
か
わ
る
こ
と
と
し
て
︑
年

金
や
子
育
て
が
ど
う
な
る
か

に
関
心
が
高
い
の
で
は
な
い

か
︒

　

も
う
ひ
と
つ
が
︑﹁
仕
事
﹂

﹁
家
庭
・
家
族
﹂﹁
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
﹂の
優
先
順
位（
図
４
）︒

﹁
独
身
時
期
﹂︑﹁
子
供
が
生

ま
れ
る
前
﹂︑﹁
生
ま
れ
た
後
﹂

の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
︑
仕
事

と
家
庭
と
の
希
望
の
バ
ラ
ン

ス
を
聞
く
と
︑﹁
仕
事
﹂
を

優
先
す
る
割
合
が
︑
50
・
６

％
↓
34
・
２
％
↓
17
・
３
％

と
極
端
に
下
が
っ
て
い
る
反

面
︑﹁
家
庭
・
家
族
﹂
を
優

先
す
る
割
合
は
︑
12
・
１
％

↓
52
・
4
％
↓
72
・
７
％
と

大
幅
に
上
昇
し
︑
子
供
が
生

ま
れ
た
後
は
﹁
仕
事
﹂
の
４

倍
以
上
と
な
っ
た
︒
男
女
と

も
に
︑
家
庭
を
持
っ
た
後
は

﹁
仕
事
よ
り
家
族
・
家
庭
を

大
切
に
す
る
﹂
と
い
う
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
︒

図１　平成 28 年 3 月高等学校卒業者の就職状況（普通科）
卒業者数
（人）

就職希望者数
（人）

就職希望率
（％）

777,417 67,708 8.7
（男子＋女子。平成 28 年 3 月 31 日現在）

出典：文部科学省『平成 28 年３月高等学校卒業者の就職状況』

図３　高校生が関心のある日本の政治課題
（「国や地方の政治への関心がある」と回答した人／複数回答）

全体の上位 5 位
1 集団的自衛権 53.6％ 
2 憲法改正 51.4％ 
3 18 歳選挙権 44.4％ 
4 消費税増税 41.0％
5 年金制度 35.8％

男子の上位 5 位 女子の上位 5 位
1 集団的自衛権 56.1％ 1 集団的自衛権 50.4％
2 憲法改正 52.8％ 2 憲法改正 49.6％
3 18 歳選挙権 46.0％ 3 消費税増税 46.0％
4 アベノミクス 39.1％ 4 子供・子育て支援 43.7％
5 消費税増税 37.1％ 5 18 歳選挙権 42.4％

出典：リクルート進学総研 『高校生価値意識調査 2015』

早
期
離
職
に
踏
み
切
っ
て
し
ま
う

現
代
の
若
年
層

高
校
生
に
対
し
て

「
リ
ア
ル
な
仕
事
体
験
」
を
提
供

若
年
層
は
、
会
社
に
、

そ
し
て
社
会
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
？

⬆

高
校
新
卒
者
採
用
・
社
内
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
探
る

第
３
回

若
年
層
の
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
は

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ
ブ
ズ 

ジ
ョ
ブ
ズ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長　

宇
佐
川 

邦
子

将来の業界を担う人材を育てるために 
寄
稿

1、2年次から行われる「キャリア教育プログラム」への協力は、リアルな仕事体験の場の提
供に繋がる（イメージ）
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プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

※トラック協会、日貨協連傘下会員
     送料は日貨協連ホームページでご確認ください 。

ー指導・監督指針の内容（12項目）を網羅ー
①トラックドライバーの心構え
②トラック運送事業と関係法令
③ドライバーの日常業務
④過労運転の防止と緊急時の対応
⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転
⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項
⑨危険の予測及び回避
⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

事業用トラックドライバー研修テキスト（全10分冊）

　準中型免許の新設に伴い、ドライバー教育の充実・強化を目的と
して、「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行
う指導及び監督の指針」（平成13年国土交通省告示 1366 号）の
一部が改正されました。
 　この改正により、「事業用自動車を運転する場合の心構え」など
の 12 項目の指導内容について、初任運転者への 15 時間以上の教
育実施が義務付けされたほか、全ての事業用トラックドライバーに
ついても、継続的かつ計画的に指導・監督を行うことが求められて
います。
　この「事業用トラックドライバー研修テキスト」は、新たな指導・
監督指針に準拠し、トラック運送事業者が適切に対応できるよう、

（公社）全日本トラック協会によって制作されました。

お問合せは 
日貨協連テキスト販売係まで

Tel:０３－３３５５－２０３１
Fax:０３－３３５５－２０３７
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送料別
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価格※
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円
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プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

［第26回］

食
　
文
　
化

106「
魚
食
文
化
の
道
④
」 

四
季
に
う
ま
い｢
灰
干
し
さ
ん
ま｣

　

魚
の
旬
は
刻
々
と
移
り
変

わ
る
︒
例
え
ば
﹁
さ
ん
ま
﹂︒

北
海
道
か
ら
親
潮
に
乗
っ
て

太
平
洋
側
を
下
っ
て
く
る
が
︑

﹁
北
海
道
沖
で
獲
れ
た
も
の

が
い
ち
ば
ん
う
ま
い
﹂と
い
う

人
も
い
る
し
︑﹁
い
や
宮
古
だ
﹂

﹁
気
仙
沼
だ
﹂﹁
銚
子
だ
﹂

と
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
︒
主
と

し
て
脂
の
の
り
加
減
が
異
な

る
の
だ
が
︑好
み
も
あ
る
し
︑

鮮
度
と
も
関
連
し
て
く
る
︒

　

と
も
あ
れ
︑
関
東
を
通
り

過
ぎ
た
後
も
さ
ん
ま
は
南
下

を
続
け
︑
紀
伊
半
島
沖
に
着

く
頃
に
は
︑
脂
が
抜
け
て
さ

っ
ぱ
り
味
に
な
る
︒
そ
の
た

め
︑
丸
干
し
や
さ
ん
ま
寿
司

が
郷
土
料
理
に
な
っ
て
い
る

が
︑
和
歌
山
市
の
西
出
水
産

の
西
出
隆
一
さ
ん
は
﹁
一
年

中
い
つ
で
も
︑
北
海
道
の
さ

た
水
分
を
よ
く
吸
収
す
る
︒

お
か
げ
で
︑
数
時
間
あ
れ
ば

レ
ア
感
た
っ
ぷ
り
の
生
干
し

に
で
き
あ
が
る
︒

　

生
の
さ
ん
ま
よ
り
う
ま
味

が
凝
縮
し
て
い
る
し
︑
一
般

の
干
物
と
違
っ
て
身
が
酸
化

し
て
い
な
い
の
で
︑
さ
っ
と
焼

く
と
︑
見
事
な
味
に
な
る
︒

ま
た
︑
地
元
・
雑さ

い
か
ざ
き

賀
崎
の
人

た
ち
は
︑
灰
干
し
さ
ん
ま
を

を
仕
入
れ
る
︒
急
速
冷
凍
し

て
︑
順
次
解
凍
し
な
が
ら
灰

干
し
に
加
工
す
る
の
で
あ
る
︒

　

と
い
う
こ
と
は
︑
灰
干
し

さ
ん
ま
を
支
え
て
い
る
の
は
︑

う
ま
い
魚
を
急
速
冷
凍
す
る

技
術
と
︑
そ
の
さ
ん
ま
を
冷

凍
の
ま
ま
和
歌
山
ま
で
運
ぶ

手
段
│
│
冷
凍
便
の
ト
ラ
ッ

ク
な
の
で
あ
る
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ん
ま
が
う
ま
い
﹂
と
声
高
に

断
言
す
る
︒

　

実
は
︑
さ
ん
ま
の
灰
干
し

製
造
が
西
出
さ
ん
の
家
業
な

の
だ
︒﹁
灰
干
し
﹂
と
は
︑

さ
ん
ま
を
背
開
き
に
し
て
セ

ロ
ハ
ン
紙
で
巻
き
︑
火
山
灰

の
上
に
置
い
て
水
分
を
吸
い

取
ら
せ
る
技
術
で
あ
る
︒

　

セ
ロ
ハ
ン
は
水
を
通
す
し
︑

火
山
灰
は
多
孔
質
で
こ
れ
ま

軽
く
酢
締
め
し
て
そ
の
ま
ま

食
べ
る
し
︑
押
し
寿
司
に
も

仕
立
て
る
︒
そ
れ
く
ら
い
新

鮮
な
の
だ
︒

　

灰
干
し
さ
ん
ま
は
い
つ
で

も
食
べ
ら
れ
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑

冷
凍
品
だ
か
ら
だ
︒
毎
年
初

秋
に
な
る
と
︑
西
出
さ
ん
は

北
海
道
の
根
室
港
に
飛
び
︑

近
海
で
揚
が
っ
た
脂
の
の
り

き
っ
た
鮮
度
抜
群
の
さ
ん
ま

法令　　  クイズ
マル　 バツ

〜交通の教則・危険な場所での運転編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第6章第1節踏切1 –(1））踏切内
では、エンストを防止するため、変速しない
で、発進したときの低速ギアのまま一気に
通過する。また、歩行者や対向車に注意し
ながら、落輪しないようにやや中央寄りを通
行する。
❷ ○（教則第6章第1節踏切2 –(2））踏切支
障報知装置のないところでは、携帯している
発炎筒などを使い列車に分かるようにでき
るだけ早く合図をする。 
❸ ×（教則第6章第2節坂道・カーブ1 –(4））
下り坂では、低速のギアを用い（オートマ
チック車ではチェンジレバーを2かL（又は1）

に入れ）、エンジンブレーキを活用する。長
い下り坂で、フットブレーキをひんぱんに使
い過ぎると、急にブレーキが効かなくなるこ
とがあり危険である。
❹ ○（教則第6章第2節坂道・カーブ2 –(1））
曲がり角やカーブに近づくときは、その手前
の直線部分で十分スピードを落とす。
❺ ×（教則第6章第2節坂道・カーブ2 –(4））
道路の曲がり角やカーブを通行するときに
は、車の内輪差のため、内側にいる歩行者
や自転車などを巻き込んだり、後車輪が路
肩からはみ出したりするおそれがあるので
注意する。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①渋滞でノロノロ走っている時に、脇道から合流しよう
としている車がある時は、停止して自車の前に車を入
れてあげるという光景がよく見られます。この場面で
も、前車が停止して道を譲る可能性は十分にあります
から、渋滞だからといって油断して脇見などをすると、
前車の停止に気付くのが遅れてしまいますから、前方
の状況にしっかり目を向けておきましょう。また、前車
が道を譲らずそのまま進行した場合、脇道の車が自
車の前に強引に割り込んでくる可能性があります。「自
車はトラックだから、まさかその前に割り込んだりは
しないだろう」と考えるべきではありません。むしろ、
プロドライバーなら、前車が譲らなかったら自車が譲
るという思いやりの気持ちをもって運転しましょう。
②渋滞時は対向車線側から道路を横断してくる歩行者
や自転車が車列の死角に入りやすいため、発見が遅
れがちになりますが、特に横断歩道のある場所では
十分な注意が必要です。道路交通法第38条において、
横断歩道に接近した時に横断歩行者等の有無が明ら
かでない場合は、横断歩道の手前で停止できるよう
速度を落として走行しなければならないことが定めら
れています。したがって、渋滞車両が停止している状
態の時はもちろんですが、多少車が流れている場合
であっても、横断歩行者等の有無が明らかでない時
は、いつでも停止できるくらいの速度で進行します。

①前車が脇道から合流しようとしている車を入れるた
めに停止すると追突する危険があります（図１）。
②前車の通過後に脇道の車が合流のために進入して
くると、衝突する危険があります（図２）。
③前方の横断歩道を歩行者や自転車が横断してくると、
衝突する危険があります（図３）。

　あなたは自車線も対向車線も渋滞している
一般道路を走行しています。前方に脇道があり、
左のウインカーを出している車が見えます。こ
の場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすれ
ばよいでしょうか。考えてみましょう。

「渋滞でノロノロ走っているんだから、これ以上
速度を落とす必要はないだろう」という油断は
禁物です。歩行者や自転車の場合は、わずかな
接触でも重大事故になることを忘れないように
しましょう。

図１

図２

図３

⑶ 
若
年
層
の
﹁
仕
事
へ
の
志

向
性
・
こ
だ
わ
り
﹂
と
は
？

　

さ
ら
に
︑
若
年
層
の
仕
事

に
対
す
る
志
向
性
や
こ
だ
わ

り
は
何
だ
ろ
う
︒﹃
求
職
者

の
動
向
・
意
識
調
査
﹄（
図

６
）
の
デ
ー
タ
で
︑
直
近
１

年
以
内
に
仕
事
を
探
し
た
方

の
﹃
仕
事
探
し
の
重
視
度
﹄

を
年
齢
と
性
別
で
比
較
し
て

み
る
︒

　

ま
ず
︑
年
齢
差

で
み
る
と
︑
全
体

平
均
に
比
べ
︑
若

年
層
は
男
女
と
も

﹁
仕
事
の
内
容
﹂

を
重
要
視
し
て
い

る
こ
と
が
分
か

る
︒一
方
︑﹁
給
与
﹂

の
項
目
は
︑
全
体

よ
り
も
若
年
層
の

ほ
う
が
低
い
︒
自

身
の
市
場
価
値
や

コ
ア
ス
キ
ル
が
ま

だ
分
か
ら
な
い
た

め
︑
給
与
よ
り

も
︑
ま
ず
は
仕
事

の
中
身
︑
や
れ
そ

う
か
︑
や
っ
て
み

た
い
仕
事
か
ど
う

か
︑
が
重
要
な
の

で
は
な
い
か
︒

　

性
別
差
で
み
て

み
る
と
︑
女
性
は

﹁
勤
務
地
﹂﹁
勤

務
日
数
﹂﹁
勤
務

時
間
﹂
な
ど
︑

働
き
方
・
条
件

を
選
択
し
て
い
る

の
に
対
し
︑
男
性

は
﹁
評
価
・
昇

給
制
度
﹂﹁
教
育

な
く
︑
継
続
し
た
育
成
を
行

え
る
資
格
取
得
支
援
制
度

や
︑
定
期
的
な
評
価
や
面
談

も
重
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
仕
事
を
通
じ
た
成

長
を
感
じ
る
仕
組
み
と
し

て
︑
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
企
業
も
あ
る
︒

︿
対
応
事
例
﹀

・
支
社
の
新
設
時
に
は
︑
社

員
自
ら
が
役
職
に
立
候
補
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
導

入
（
こ
れ
を
み
て
︑
若
年
層

も
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
）︒

⑶ 

安
心
・
安
全
を
イ
メ
ー
ジ

づ
け
る

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
︑﹁
仕
事
が

キ
ツ
そ
う
﹂﹁
事
故
の
可
能
性
﹂

﹁
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な

い
﹂
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
も
︑

採
用
成
功
・
定
着
へ
の
第
一

歩
で
あ
る
︒
残
念
な
こ
と
で

は
あ
る
が
︑
本
人
が
希
望
し

て
も
︑
家
族
が
心
配
し
て
反

対
し
︑
そ
の
結
果
︑
入
職
に

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
︒

︿
対
応
事
例
﹀

・
す
べ
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

居
場
所
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
家
族
へ

も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
︒

こ
れ
に
よ
り
︑﹁
息
子
は
ど
こ

を
走
っ
て
い
る
の
か
﹂﹁
夫
や

父
親
は
ど
こ
で
働
い
て
い
る

の
か
﹂
が
分
か
る
︒

・
会
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
設
備
や
︑

身
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

装
備
品
や
具
体
的
な
働
き
方

な
ど
を
記
載
し
︑
家
族
向
け

説
明
会
・
家
族
同
伴
職
場
見

学
な
ど
を
実
施
す
る
︒

⑷ 

新
人
を
歓
迎
す
る
ム
ー
ド
づ

く
り
と
、
育
て
る
仕
組
み

　

入
社
後
︑
定
着
・
活
躍
し

て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
も
必

要
︒﹁
離
職
が
起
き
や
す
い

タ
イ
ミ
ン
グ
﹂
で
あ
る
︑
入

社
直
後
︑
１
か
月
後
︑
３
か

月
後
︑
６
か
月
後
の
フ
ォ
ロ

ー
が
重
要
だ
︒
特
に
入
社
直

後
は
︑
ま
だ
職
場
に
溶
け
込

め
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
要

注
意
で
あ
る
︒
新
人
に
は
会

社
全
体
で
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
︑
歓
迎
ム
ー
ド
を
つ
く

る
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
︒

︿
事
例
﹀

　

弊
社
リ
ク
ル
ー
ト
グ
ル
ー

プ
で
は
︑
新
入
社
員
を
歓
迎

す
る
た
め
に
︑
以
下
の
よ
う

な
試
み
を
実
施
し
て
い
る
︒

① 

入
社
式
後
、
配
属
部
署
の

先
輩
が
新
人
を
迎
え
に
い

く
② 

職
場
に
新
入
社
員
の
名
前

を
書
き
入
れ
た
垂
れ
幕
で

歓
迎
す
る

③ 

入
社
初
日
に
は
歓
迎
会
を

開
く

④ 

昼
は
声
を
か
け
て一
緒
に
食

べ
に
い
く

⑤ 

頑
張
っ
た
人
に
は
﹁
新
人

賞
﹂
と
し
て
表
彰
す
る

︱
︱
な
ど
。

　

働
き
や
す
い
職
場
と
し

て
︑
若
者
が
長
く
定
着
・
活

躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
昔
か

ら
の
工
夫
で
あ
る
︒

＊
＊
＊

　

高
校
生
を
は
じ
め
と
し
た

若
年
層
が
希
望
す
る
﹁
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟

な
労
働
条
件
・
環
境
﹂﹁
き

ち
ん
と
育
て
る
﹂﹁
し
っ
か
り

評
価
︑
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹂
こ

と
が
︑
採
用
定
着
に
お
け
る

大
切
な
要
素
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
今
回
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
検
討
を
契

機
に
︑
現
状
を
見
直
し
︑
改

善
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
何
か
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
︒

　

採
用
︑
定
着
︑
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
︑
結
び
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
︒

性
（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
︑

勤
務
時
間
帯
を
生
活
に
合
わ

せ
て
選
択
で
き
る
な
ど
）﹂

﹁
産
休
・
育
休
制
度
の
有

無
﹂︑
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
す
る
た
め
の
﹁
有
給
休

暇
の
消
化
率
﹂﹁
長
期
休
暇

の
取
得
﹂︑
自
己
成
長
の
た

め
の
﹁
教
育
・
評
価
制
度
の

有
無
﹂な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

え
ば
︑
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
や
︑
育
児
や
介
護
で
活
用

で
き
る
短
時
間
社
員
︑
日
勤

の
み
・
近
距
離
の
み
と
い
っ

た
制
限
型
の
働
き
方
を
選
択

可
能
に
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
︒
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
︑

﹃
結
婚
︑出
産
︑育
児
な
ど
︑

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
変
わ
っ
て

も
︑
安
心
し
て
長
く
働
き
続

け
る
職
場
環
境
﹄
で
あ
る
こ

と
︒
こ
れ
こ
そ
が
︑
若
年
層

を
採
用
し
よ
う
と
す
る
運
送

会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

⑵
育
成
支
援

　

新
人
向
け
の
研
修
︑
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
だ
け
で
は

・
研
修
制
度
﹂
を
絶
対
条
件

に
し
て
い
る
点
が
異
な
る
︒

〈
ま
と
め
〉

 

若
年
層
が
就
職
先
を
選
択

す
る
際
に
気
に
し
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
と
は
何
か
？

　

仕
事
と
育
児
と
の
両
立
の

た
め
の
﹁
勤
務
時
間
の
柔
軟

　

以
上
の
デ
ー
タ
も
踏
ま
え
︑

﹁
ど
の
よ
う
な
労
働
条
件
・

労
働
環
境
が
魅
力
的
に
映
る

の
だ
ろ
う
か
？
﹂﹁
い
か
に
定

着
し
て
も
ら
う
か
？
﹂
を
整

理
す
る
︒

　

ま
ず
は
社
内
の
制
度
や
仕

組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
こ

で
は
︑
そ
れ
を
進
め
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
と
事
例
を
お
伝

え
す
る
︒

⑴ 

柔
軟
な
働
き
方
で
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
を

　

男
女
と
も
に
結
婚
︑出
産
︑

育
児
が
あ
っ
て
も
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
勤
務
時
間

を
選
択
で
き
る
制
度
︑
急
な

休
日
申
請
へ
の
対
応
の
仕
組

み
な
ど
を
取
り
入
れ
る
︒
例

⬅

魅
力
的
な
業
界
・
会
社
と
し
て

高
校
生
に
選
ば
れ
る
条
件
は
？

図６　最近１年間に仕事を探した時の項目別重視度＜絶対条件＞（複数回答）

0
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40
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60
70
80
（％）

仕事内容
（職種） 勤務地

勤務日数
（休日、休
暇）

勤務時間
帯

勤務時間
数

通勤時間
（通いやす
さ）

勤務期間
（長、短
期）

給与 職場の雰
囲気

会社の業
種（製造
業、サービ
ス業など）

福利厚生 評価、昇
給制度

給与の支
払日（日
払、週払、
月払など）

教育、研
修制度の
有無

会社の業
績（売上、
利益）

会社の理
念、ビジ
ョン

会社の知
名度

会社の規
模

いずれも
該当しな
い

出典：リクルートジョブズ『求職者の動向・意識調査 2015』

男性全体

男性15～24歳

女性全体

女性15～24歳

離職が起きやすいタイミングでの若年層へのフォローは不可欠である（イメージ）
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トラック協会助成金対象機器
助成金詳細は、各県トラック協会HPをご確認ください

▼
﹁
つ
い
て
な

い
﹂︒
自
分
に
も

非
は
あ
る
の
で

す
が
︑
連
鎖
の

波
が
こ
う
続
い

て
は
︑
思
わ
ず
﹁
つ
い
て
な
い
﹂
と
愚
痴
を
漏

ら
す
の
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
朝
︑
自
宅
か

ら
駅
に
行
く
た
め
自
転
車
を
使
お
う
と
し
た

ら
︑
何
と
パ
ン
ク
状
態
︒
歩
い
て
23
分
︒
や
っ

と
最
寄
り
駅
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
︒
▼
そ
の

日
は
︑
地
方
出
張
の
日
で
︑
羽
田
空
港
で
自
動

チ
ェッ
ク
イ
ン
す
る
際
︑
変
更
し
な
く
て
も
い
い

座
席
を
不
用
意
に
変
更
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

昨
日
か
ら
︑
も
や
も
や
す
る
事
柄
が
あ
り
︑
衝

動
的
に
事
前
に
予
約
し
た
﹁
21
Ａ
﹂
席
か
ら

﹁
16
Ａ
﹂
席
に
変
更
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
事
前
予
約
で
︑
座
席
の
前
が

広
く
ト
イ
レ
に
も
行
き
や
す
い
︑
非
常
口
の

﹁
21
Ａ
﹂
席
を
予
約
し
て
い
た
の
を
一
瞬
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
︒
▼
機
内
に
入
り
︑
事
実

を
知
り
愕
然
と
し
ま
し
た
︒﹁
16
Ａ
﹂
席
は
窓

の
な
い
席
︒
し
か
も
前
列
に
は
︑
体
格
の
よ
い

外
国
人
が
座
り
ま
し
た
︒
案
の
定
︑
離
陸
後

飛
行
が
安
定
す
る
と
前
の
座
席
が
お
も
む
ろ
に

倒
さ
れ
︑
私
の
座
席
の
空
間
は
か
な
り
窮
屈
に

な
り
ま
し
た
︒
し
か
も
機
内
が
と
に
か
く
寒

い
︒
足
元
か
ら
冷
気
が
漂
い
︑
ま
る
で
冷
蔵
庫

に
い
る
よ
う
で
す
︒
▼
や
っ
と
膝
掛
け
を
ゲ
ッ

ト
し
︑
少
し
安
堵
し
て
う
と
う
と
し
て
い
る

と
︑
機
内
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
︒
私
は

﹁
待
っ
て
い
ま
し
た
﹂
と
ば
か
り
に
温
か
い
ス

ー
プ
を
頼
む
と
︑
何
と
品
切
れ
︒﹁
え
ー
っ
！
﹂

と
心
の
中
で
叫
び
︑
次
に
私
の
と
こ
ろ
に
く
る

ま
で
の
時
間
を
考
え
︑
仕
方
な
く
珈
琲
を
頼
み

ま
し
た
︒
は
じ
め
の
一
口
で
身
体
が
ジ
ワ
ー
と

温
ま
り
ま
し
た
︒﹁
あ
あ
っ
美
味
し
い
﹂
と
思

わ
ず
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
︒
残
り
一
口

の
状
態
の
時
に
前
の
座
席
が
急
に
戻
さ
れ
︑
危

う
く
ス
ー
ツ
の
ズ
ボ
ン
に
珈
琲
が
か
か
る
と
こ

ろ
で
し
た
︒
や
れ
や
れ
で
す
︒﹁I'm angry 

with You.

﹂
で
す
︒
▼
睡
眠
不
足
を
補
お
う

と
目
を
つ
ぶ
る
と
︑
や
お
ら
前
の
座
席
の
外
国

人
と
そ
の
隣
の
女
性
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
会
話

を
始
め
ま
し
た
︒
ま
た
か
︙
我
慢
︑
我
慢
︒

▼
目
的
地
の
空
港
に
お
昼
過
ぎ
に
到
着
し
て
︑

私
は
空
港
内
で
ご
当
地
名
物
の
﹁
海
鮮
ど
ん
ぶ

り
セ
ッ
ト
﹂
を
注
文
し
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
な

か
な
か
私
の
テ
ー
ブ
ル
に
こ
な
い
︒
イ
ラ
イ
ラ

し
な
が
ら
待
っ
た
の
で
す
が
こ
な
い
︒
▼
時
間

の
関
係
も
あ
り
︑
仕
方
な
く
女
性
店
員
に
催
促

す
る
と
︑﹁
え
っ
！
ご
め
ん
な
さ
い
！
す
ぐ
作
り

ま
す
﹂
の
返
事
︒
何
と
オ
ー
ダ
ー
が
通
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
︒﹁
え
ー
っ
！
﹂
と
ま
た
心
の

中
で
叫
び
ま
し
た
︒
や
っ
と
き
た
ど
ん
ぶ
り
を

掻
き
込
み
︑
路
線
バ
ス
に
飛
び
乗
り
市
内
ヘ
︒

▼
今
度
は
︑
バ
ス
が
市
内
に
入
っ
た
途
端
に
渋

滞
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
︑
会
議
の
開
始
時
間
ギ

リ
ギ
リ
に
会
場
の
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
次
第
で

す
︒
▼
会
議
が
終
わ
り
︑
同
じ
ホ
テ
ル
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
︒
ホ
テ
ル
は
直
近
に
予
約
し
た
た
め

喫
煙
フ
ロ
ア
︒
予
め
消
臭
措
置
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
︑
煙
草
の
臭
い
が
残
り
香
と
し
て
漂

っ
て
い
ま
し
た
︒
▼
暫
く
し
て
地
元
の
人
達
と

夕
食
を
食
べ
に
行
き
ま
し
た
︒
地
元
の
食
材
を

活
か
し
た
和
洋
折
衷
の
料
理
に
思
わ
ず
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
︒
た
だ
し
︑
グ
ラ
ス
の
汚
れ
や
座

布
団
の
汚
れ
は
想
定
外
で
し
た
︒
▼
翌
日
が
土

曜
日
の
た
め
︑
久
し
振
り
に
史
跡
を
見
に
行
き

ま
し
た
︒
か
ね
て
よ
り
見
た
か
っ
た
今
話
題
の

﹁
天
空
の
城
﹂︒
丁
度
霧
が
か
か
り
幻
想
的
な

世
界
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
︒
息
を
切
ら
し

な
が
ら
天
守
閣
跡
に
た
ど
り
着
き
︑
石
垣
の
上

か
ら
市
街
を
一
望
し
ま
し
た
︒
そ
の
光
景
は
見

る
者
を
圧
倒
し
︑
一
国
を
治
め
る
と
は
こ
う
い

う
も
の
な
の
か
と
感
慨
に
耽
り
ま
し
た
︒
▼
当

時
の
城
主
は
何
を
思
い
こ
の
地
に
城
を
築
き
︑

群
雄
割
拠
の
戦
国
の
世
を
生
き
抜
こ
う
と
し
た

の
か
︒
城
主
を
支
え
る
家
老
や
家
臣
ら
は
何
を

助
言
︑
進
言
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒
し
か
し
︑
悲

し
い
か
な
栄
華
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
︒
お
城
が

滅
び
行
く
時
に
︑
城
主
は
何
を
思
っ
た
の
か
︒

ロ
マ
ン
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
︒
▼
雄
大
な

景
色
を
見
て
城
跡
を
後
に
す
る
頃
︑
霧
が
ス
ー

っ
と
晴
れ
て
き
ま
し
た
︒
微
々
た
る
こ
と
に
も

や
も
や
し
て
い
た
私
の
心
も
︑
不
思
議
な
こ
と

に
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
し
た
︒
▼
高
度
経
済
成

長
時
代
に
︑
無
鉄
砲
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
日
本

中
を
元
気
に
し
た
映
画
︑﹃
日
本
一
の
無
責
任

男
シ
リ
ー
ズ
﹄
主
演
の
植
木
等
流
に
い
え
ば
︑

﹁
そ
の
う
ち
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
！
﹂
で
す
︒

そ
う
︑
何
事
に
も
屈
せ
ず
笑
っ
て
吹
き
飛
ば
す

お
お
ら
か
さ
を
も
つ
べ
き
で
し
た
︒
▼
﹁
人
の

振
り
見
て
我
が
振
り
直
せ
﹂︒
私
は
ま
だ
ま
だ

修
行
が
足
り
ま
せ
ん
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・5・1

こ
ち
ら
広
報
室
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平
成
29
年
度
の
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
（
図
）
で

は
︑
新
規
申
請
の
ほ
か
に
︑

26
年
度
認
定
事
業
者
（
２
９

７
社
）
の
初
め
て
の
更
新
申

請
が
行
わ
れ
る
︒

　

更
新
申
請
に
関
し
て
は
︑

申
請
書
類
の
頒
布
に
つ
い
て
︑

に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
す
る
︒

　

ま
た
︑
６
月
７
日
お
よ
び

６
月
27
日
に
全
ト
協
で
開
催

さ
れ
る
説
明
会
に
関
し
て
は
︑

Ｔ
Ｖ
（
テ
レ
ビ
）
会
議
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
全
県
へ
の
配

信
を
予
定
し
て
い
る
︒
な
お
︑

今
年
度
に
つ
い
て
は
︑
説
明

会
の
開
催
を
全
都
道
府
県
に

拡
大
し
た
た
め
︑
事
前
相
談

・
確
認
期
間
は
設
け
な
い
︒

　

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

審
査
を
行
い
︑
11
月
の
審
査

委
員
会
を
経
て
︑
12
月
中
旬

頃
︑
認
定
事
業
者
を
発
表
す

る
予
定
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
お
客
様
対
応

責
任
者
研
修
会
議
﹂
に
つ
い

て
は
︑
例
年
全
国
９
ブ
ロ
ッ

ク
10
か
所
で
１
～
３
月
に
実

施
し
て
い
た
が
︑
繁
忙
期
と

重
な
る
た
め
︑
次
回
開
催
は

申
請
に
係
る
説
明
会
に
時
期

を
合
わ
せ
︑
30
年
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
実
施
予
定
と

し
て
い
る
︒

更
新
対
象
の
事
業
者
に
対
し

て
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か

ら
必
要
書
類
が
郵
送
さ
れ
る
︒

　

今
年
度
は
︑
申
請
等
に
係

る
説
明
会
を
６
月
上
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
か
け
て
︑
全
国

９
ブ
ロ
ッ
ク
・
10
か
所
で
開

催
（
表
）︒
申
請
の
仕
方
等

表　「平成 29 年度引越事業者優良認定制度」
申請等に係る説明会 開催日程

ブロック 開催日 会場

関東① 6 月  7 日（水）13：30 ～ 15：30 全日本トラック協会　※

中　国 6 月12 日（月）13：30 ～ 15：30 広島県トラック協会

中　部 6 月13 日（火）13：30 ～ 15：30 愛知県トラック協会

北海道 6 月14 日（水）13：30 ～ 15：30 北海道トラック協会

九　州 6 月15 日（木）13：30 ～ 15：30 福岡県トラック協会

四　国 6 月20 日（火）13：30 ～ 15：30 高松テルサ（香川県）

近　畿 6 月22 日（木）13：30 ～ 15：30 大阪府トラック協会

東　北 6 月23 日（金）13：30 ～ 15：30 宮城県トラック協会

関東② 6 月27 日（火）13：30 ～ 15：30 全日本トラック協会　※

北陸信越 7 月10 日（月）13：30 ～ 15：30 新潟県トラック協会
※ TV（テレビ）会議システムで全県へ配信予定（詳細は各都道府県トラック協会にお問い合わせください）。

　国土交通省は、アジア初の「ラグビーワールドカップ」
が 2019 年に日本で開催され、全国 12 か所で熱い試合が
繰り広げられることを記念し、４月３日から日本で初の特
別仕様ナンバープレートを交付している。
　対象となるのは、新車・中古車の購入時だけでなく、現
在使用中のトラックも可能で、ナンバーを変更することな
く交換できる。
　特別仕様ナンバープレートは図のとおりだが、寄付金に
よる大会開催支援（1,000 円以上の寄付）の図柄入りナン
バープレートを選択することも可能。この寄付金は、試合
会場への輸送力増強等に充てられる。
　また、この特別仕様ナンバープレートは、使用終了後に、
不正使用防止のための穴を開けた上で、記念品として保存
することができる。ナンバープレートの交付料金は、地域
により異なるが、東京地区は 7,000 円（寄付金は別途）。
　詳しい問い合わせは、最寄りの運輸局・運輸支局等まで。

６
月
か
ら
全
国
９
ブ
ロッ
ク
で
説
明
会

29
年
度
は
初
の
更
新
申
請
を
実
施

図

　中・西日本高速道路（NEXCO中・西日本）では、5月15
日㈪0時～5月20日㈯6時と5月22日㈪0時～5月27日㈯6
時の間、名神集中工事を行う。これに伴い、吹田インター
チェンジ（IC）～春日井IC間で昼夜連続車線規制や夜間
通行止め・IC閉鎖などが予定されている。
　なお、両道路会社では、集中工事期間中の「第二京阪道
路」へのう回による通行料金は、原則として名神高速を利

用する場合よりも割高にならないよう調整することとして
いる。ただし、中国道など（西区間）⇔近畿道⇔第二京阪
⇔京滋バイパス・名神高速など（東区間）を連続して走行
することや、ETC通行車など、う回料金調整には条件があ
り、ホームページ（HP）等で条件を周知している。また、名
神集中工事に伴う高速道路での駐停車禁止も併せて呼び
かけている。

引越事業者優良認定制度
「引越安心マーク」スタート

平
成
29
年
度

全ト協

５月下旬から８月15日まで
申請書類頒布 申請受付 　全日本トラック協会は、

「平成 29 年度引越事業
者優良認定制度　制度と
申請のご案内」について、
５月下旬から全ト協ホーム
ページにて書類等の頒布を
開始する予定。申請受付
期間は８月１日～８月15日。
　申請の詳細や申請料・
審査手数料などについて
は、同案内を参照のこと。

８月１日から８月15日まで

国交省  ～ラグビーワールドカップ2019の成功に向けて～

図

▶制度の名称と認定マーク
正式名称：引越事業者優良認定制度、通称名：引越安心マーク
※「引越安心マーク」は全日本トラック協会の登録商標です（登録第5713700号）。

特別仕様ナンバープレート交付開始
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